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近
代
日
本
研
究
第
三
十
九
巻
（
二
〇
二
二
年
度
）

特
集

日
英
同
盟
再
考

国
際
関
係
史
か
ら
見
た
日
英
同
盟
の
終
焉

―
―
二
つ
の
同
盟
政
治
の
狭
間
で
―
―

中

谷

直

司

は
じ
め
に

一
九
二
一
年
一
二
月
、
ア
メ
リ
カ
主
催
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
、
太
平
洋
の
現
状
維
持
を
約
束
し
た
日
米
英
仏
の
四
国
条
約
が

調
印
さ
れ
、
そ
の
中
で
日
本
の
「
外
交
の
骨
髄
」
と
ま
で
呼
ば
れ
た
日
英
同
盟
の
廃
棄
が
定
め
ら
れ
た
。
各
国
の
批
准
手
続
き
を

経
て
、
一
九
二
三
年
八
月
に
同
盟
は
正
式
に
失
効
す
る
。

本
稿
は
、
一
九
一
九
〜
二
一
年
の
日
英
同
盟
の
存
廃
を
め
ぐ
る
日
米
英
の
国
際
政
治
過
程
を
扱
っ
た
筆
者
の
既
発
表
の
（
1
）

研
究
に

基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
長
い
時
間
軸
を
設
定
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
起
点
と
す
る
現
代
国
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際
関
係
史
の
中
で
、
日
英
同
盟
の
廃
棄
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
節
で
は
、
日
英
同
盟
の
存
廃
が
問
題
と
な
っ
た
時
期
に
、
大
戦
へ
の
反
省
か
ら
軍
事
同
盟
の
正
統
性
が
低
下
し
た
一
方

で
、
既
存
の
同
盟
の
価
値
は
上
昇
す
る
と
い
う
、
相
反
す
る
国
際
政
治
の
潮
流
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
整
理

を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
二
節
で
は
、
大
戦
後
の
同
盟
の
「
冬
の
時
代
」
に
あ
っ
て
も
、
日
英
同
盟
が
存
続
で
き
た
可
能
性
が
十
分

に
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
日
英
同
盟
の
存
廃
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
強
い
反
対
圧
力
の
た

め
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
日
英
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
だ
け
が
、
同
盟
の
廃
棄
に
強
く
抵
抗
し
た
理
由
を
第
三
節
で
説
明
す

る
。
こ
の
議
論
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
抵
抗
の
理
由
も
、
大
戦
が
も
た
ら
し
た
国
際
政
治
の
変
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。
そ
の
上
で
第
四
節
で
は
、
同
盟
の
廃
棄
過
程
で
ア
メ
リ
カ
が
果
た
し
た
役
割
が
、
更
新
へ
の
反
対
以
外
に
二
つ
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
た
め
、
単
な
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
と
し
て
日
英
同
盟
の
終
焉
は
説
明
で
き
ず
、
中
国
を
め
ぐ
る
大

国
間
政
治
の
ル
ー
ル
が
転
換
し
た
結
果
と
し
て
、
同
盟
の
廃
棄
を
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。「
お
わ
り
に
」
で
は
、
本

稿
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
国
際
関
係
史
の
中
の
同
盟
政
治
の
役
割
を
把
握
す
る
に
あ
た
り
、
日
英
同
盟
の
終
焉
が
な
ぜ

重
要
な
の
か
を
説
明
す
る
。

一

国
際
関
係
史
の
中
の
同
盟
―
―
そ
の
価
値
の
相
対
的
な
上
昇

国
際
関
係
史
（
と
く
に
二
〇
世
紀
〜
現
在
）
を
ひ
も
と
く
と
、
同
盟
の
結
成
と
終
焉
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
こ
と
が
言
え
る
。

第
一
に
、
新
し
い
同
盟
は
な
か
な
か
結
ば
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
ば
れ
た
と
し
て
も
、
戦
勝
や
、
そ
こ
ま
で
い
か
な

く
と
も
実
質
的
な
防
衛
協
力
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、
そ
の
同
盟
へ
の
信
頼
感
が
深
ま
る
ま
で
は
、
協
力
の
範
囲
や
条
件
が
厳
し
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く
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
日
英
同
盟
も
、
一
九
〇
二
年
一
月
に
成
立
し
た
当
初
は
、
自
動

参
戦
義
務
を
持
た
な
い
「
弱
い
同
盟
」
で
あ
（
2
）

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
盟
と
は
互
い
の
安
全
保
障
の
た
め
に
相
互
に
防
衛
協
力
を
提

供
す
る
危
険
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
だ
か
ら
で
（
3
）

あ
る
。
と
く
に
「
攻
守
同
盟
」
と
呼
ば
れ
る
「
強
い
同
盟
」
に
は
、
自
動
参
戦
義
務

が
付
き
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
危
険
な
約
束
を
そ
う
簡
単
に
結
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
露
戦
争
の
講
和
条
約

が
調
印
さ
れ
る
直
前
の
一
九
〇
五
年
八
月
に
、
日
英
同
盟
が
第
二
回
協
約
に
よ
っ
て
攻
守
同
盟
と
な
っ
た
際
に
も
、
そ
の
適
用
条

件
は
「
両
締
約
国
の
一
方
が
挑
発
す
る
こ
と
な
く
し
て
」
攻
撃
・
侵
略
を
受
け
た
場
合
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
た
な

同
盟
の
結
成
は
、
そ
の
発
動
条
件
の
設
定
も
含
め
て
、
慎
重
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
敗
戦
し
た
場
合
（
例
え
ば
第
一
次
大
戦
終
結
ま
で
の
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
同
盟
）
や
、
同
盟

相
手
が
顕
在
的
な
直
接
の
脅
威
と
な
っ
た
場
合
（
第
二
次
大
戦
後
の
米
英
・
ソ
の
大
同
盟
）
を
除
き
、
既
存
の
同
盟
は
な
か
な
か

捨
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
の
理
由
の
裏
返
し
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
信
頼
で
き
る
同
盟
相
手
を
見

つ
け
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
の
だ
か
ら
、
既
存
の
同
盟
に
多
少
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
維
持
に
は
相
当
の
価
値
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
直
接
の
脅
威
の
消
滅
や
同
盟
国
同
士
の
利
害
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
利
し
た
同
盟
で
あ
っ
た
日
英
同
盟

の
廃
棄
が
現
在
で
も
し
ば
し
ば
惜
し
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
（
対
し
て
第
四
次
日
露
協
約
や
日
独
伊
三
国
同
盟
の
喪
失
を
惜
し
む
人
は

そ
う
い
な
い
）。

も
っ
と
も
、
対
象
の
範
囲
を
一
九
世
紀
以
前
に
ま
で
広
げ
れ
ば
、
印
象
は
か
な
り
変
わ
る
。
こ
う
し
た
時
代
で
も
、
同
盟
が

「
危
険
な
約
束
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
二
〇
世
紀
と
比
較
し
て
、
大
国
間
の
同
盟
の
組
み
替

え
は
頻
繁
に
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、
二
〇
世
紀
に
入
る
ま
で
の
同
盟
政
治
の
特
殊
事
情
を
勘
案
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
①
比
較
的
狭
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
五
〜
七
程
度
の
大
国
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
お
り
（
そ
し
て
一
九
世
紀
に

国際関係史から見た日英同盟の終焉

137



は
、
世
界
政
治
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
政
治
は
ほ
と
ん
ど
同
義
だ
（
4
）

っ
た
）、
か
つ
②
多
く
の
国
が
君
主
制
で
あ
っ
た
。
②
に
つ
い

て
も
う
少
し
詳
し
く
言
え
ば
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
は
実
質
的
な
政
治
体
制
の
違
い
（
議
会
政
治
の
発
展
の
バ
ラ
ツ
キ
）
が
目

立
っ
て
く
る
。
と
は
い
え
、
と
く
に
二
〇
世
紀
後
半
の
大
国
間
関
係
と
比
較
す
る
と
、
当
時
の
大
国
同
士
は
よ
く
似
て
い
た
（
フ

ラ
ン
ス
革
命
〜
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
は
革
命
国
家
フ
ラ
ン
ス
が
顕
著
な
例
外
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
対
仏
大
同
盟
が
成
立
し
た
）。

こ
の
二
つ
の
理
由
で
、
一
九
世
紀
ま
で
は
同
盟
の
組
み
合
わ
せ
の
自
由
度
は
相
対
的
に
高
く
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
既
存
の
同
盟

の
価
値
も
相
対
的
に
は
低
か
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
古
典
的
な
同
盟
政
治
の
特
殊
性
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ

た
。
た
し
か
に
、
こ
の
時
期
も
国
際
政
治
の
主
役
が
欧
州
大
国
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
国
際
政
治
の
舞

台
は
、
東
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
西
ア
ジ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
と
地
球
全
体
に
広
が
る
。
そ
の
過
程
で
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
と
い

う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
大
国
が
関
与
す
る
場
面
も
増
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
英
仏
（
そ
れ
に
米
）
の
議

会
制
民
主
政
の
発
達
で
、
国
内
体
制
の
バ
ラ
ツ
キ
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

よ
り
明
確
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
世
紀
の
国
際
政
治
の
展
開
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
も
っ
と
具
体
的
に
言
え
ば
、
相
次
い

で
起
こ
っ
た
二
度
の
世
界
大
戦
と
冷
戦
で
あ
る
。

ま
ず
、
一
九
一
四
―
一
八
年
の
第
一
次
大
戦
の
結
果
、
多
く
の
君
主
国
が
姿
を
消
す
。
と
く
に
ロ
シ
ア
で
は
史
上
初
の
社
会
主

義
革
命
が
起
こ
り
、
一
九
二
一
年
に
は
ソ
連
が
成
立
し
た
。
つ
づ
く
戦
間
期
に
は
、
君
主
制
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
大
恐
慌
期

も
議
会
制
民
主
政
を
な
ん
と
か
守
り
抜
い
た
米
英
が
一
方
に
あ
り
、
他
方
で
は
、
イ
タ
リ
ア
つ
い
で
ド
イ
ツ
で
新
し
い
独
裁
政
治

の
形
態
で
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
定
着
し
た
。
日
本
も
、
一
九
三
一
―
三
三
年
の
満
洲
事
変
を
契
機
に
政
党
政
治
が
崩
壊
し
、
現
在

の
用
語
を
使
え
ば
「
権
威
主
義
国
家
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
く
。
結
果
的
に
、
こ
う
し
た
政
治
体
制
の
違
い
が
新
た
な
同
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盟
の
形
成
軸
と
な
り
、
一
九
三
九
―
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
衝
突
し
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
第
二
次
大
戦
中
に
は
、
共
通
の
脅
威
で
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
ナ
チ
ズ
ム
）
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や

政
治
・
経
済
体
制
の
違
い
を
超
え
て
、
米
英
・
ソ
の
大
同
盟
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
戦
後
に
は
こ
の
同
盟
内
の
対
立
が

主
軸
と
な
り
、
冷
戦
が
発
生
し
た
。
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
お
よ
び
日
米
同

盟
な
ど
そ
の
他
の
西
側
同
盟
と
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
が
約
四
〇
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
対
峙
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
冷
戦
を
勝
ち
残
っ
て
今
に
続
く
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
日
米
同
盟
は
、
現
在
の
代
表
的
な
同
盟
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
一
九
世
紀
と
比
較
し
て
二
〇
世
紀
に
は
、
と
く
に
大
国
間
の
同
盟
の
組
み
合
わ
せ
の
自
由
度
は
下
が

り
、
そ
れ
だ
け
既
存
の
同
盟
の
価
値
は
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

二

戦
間
期
の
同
盟
―
―
二
つ
の
同
盟
政
治
の
狭
間
で

（
1
）
日
英
同
盟
の
衰
退

第
一
節
で
素
描
し
た
同
盟
の
国
際
関
係
史
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
英
同
盟
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
、
地
政
学
的
な
考
慮
を
主
軸
と
す

る
一
九
世
紀
型
の
同
盟
か
ら
、
こ
う
し
た
考
慮
に
加
え
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
体
制
の
異
同
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
二
〇
世

紀
型
の
同
盟
へ
の
「
過
渡
期
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
日
英
同
盟
の
成
立
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
き
ら
か
に
一
九
世
紀
型
の
同
盟
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
西
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
植
民
地
や
勢
力
圏
を
め
ぐ
る
英
露
の
角
逐
と
、
満
洲
・
朝

鮮
を
め
ぐ
る
日
露
の
対
立
が
、
日
英
同
盟
の
結
成
を
促
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
十
分
に
わ
か
る
。
も
う
一
つ
根
拠
が
必
要
な
ら

国際関係史から見た日英同盟の終焉
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ば
、
日
英
同
盟
と
併
行
す
る
形
で
、
日
露
戦
争
後
に
互
い
の
満
洲
（
さ
ら
に
内
モ
ン
ゴ
ル
）
権
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
徐
々
に
日

露
が
接
近
し
、
つ
い
に
事
実
上
の
同
盟
関
係
に
至
っ
た
経
過
を
見
れ
ば
よ
い
。
よ
っ
て
、
同
盟
形
成
の
過
渡
期
を
画
す
第
一
次
大

戦
の
終
結
後
に
日
英
同
盟
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
、
そ
こ
ま
で
不
思
議
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
始
ま
る
「
長
い
一
九
世
紀
」

を
提
唱
し
た
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
（Eric

J.H
obsbaw

m

）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
そ
の
最
後
を
飾
る
「
帝
国
の
時
代
」
が
第
一
次
大

戦
ま
で
続
い
た
の
で
あ
（
5
）

れ
ば
、
世
界
政
治
の
主
要
手
段
で
あ
る
軍
事
同
盟
の
性
質
も
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
大
戦
中
の
二
度
の
革
命
で
、
日
英
同
盟
の
当
初
の
主
要
敵
で
あ
る
ロ
シ
ア
帝
国
は
崩
壊
し
た
。
そ
の
後
を
継
承
し
た

ソ
連
も
、
内
戦
と
経
済
再
建
の
困
難
で
、
す
ぐ
に
大
国
と
し
て
の
影
響
力
を
回
復
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
露
戦
争
後
の
新
た

な
脅
威
と
言
え
た
ド
イ
ツ
帝
国
も
敗
北
し
、
と
く
に
東
ア
ジ
ア
方
面
で
は
大
国
と
し
て
の
影
響
力
を
失
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
戦
前

か
ら
中
国
（
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
が
勢
力
範
囲
と
す
る
長
江
流
域
）
を
め
ぐ
る
日
英
の
経
済
的
な
利
益
の
対
立
も
深
ま
っ
て
（
6
）

い
た
。

ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
の
脅
威
が
消
え
た
後
、
日
本
の
陸
海
軍
（
と
く
に
海
軍
）
が
最
も
戦
争
の
可
能
性
を
意
識
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、

一
九
一
一
年
の
第
三
回
日
英
同
盟
協
約
で
事
実
上
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
が
作
り
出
し
た
国
際
政
治
の
画
期
と
、
古
典
的
な
同
盟
形
成
の
理
屈
の
ど
ち
ら
か
ら
考
え
て
も
、

日
英
同
盟
の
終
焉
は
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
同
盟
の
「
冬
の
時
代
」
―
―
大
国
の
減
少
と
規
範
の
変
化

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
後
が
同
盟
政
治
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
次
の
同
盟
」
の
形
成
が
困
難
な
時
代
に
さ
し

か
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
よ
り
も
、
そ
の
後
の
歴
史
の
展
開
を
知
る

我
々
の
方
が
一
層
自
覚
的
で
あ
る
。
と
く
に
戦
前
期
の
日
本
外
交
が
、
日
英
同
盟
の
廃
棄
後
に
「
ま
と
も
な
同
盟
」
を
持
て
ず
、
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つ
い
に
破
滅
的
な
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
事
実
は
、
日
英
同
盟
の
廃
棄
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
が
繰
り
返
し
現
れ
て
く
る
最
た
る
原

因
に
も
な
っ
て
い
る
だ
（
7
）

ろ
う
。

た
だ
し
、
当
事
者
も
「
次
の
同
盟
」
の
形
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
、
別
の
二
つ
の
理
由
か
ら
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
大
国
の
減
少
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
同
盟
で
対
抗
す
べ
き
脅
威
の
減
少
で
あ
っ
た
と
同
時

に
、
潜
在
的
な
同
盟
相
手
の
減
少
で
も
あ
っ
た
。
と
く
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
日
本
に
と
っ

て
、
自
国
周
辺
で
実
効
的
な
防
衛
協
力
を
期
待
で
き
る
同
盟
の
候
補
国
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
日
英
同
盟
は
世
界

一
の
帝
国
と
の
同
盟
で
あ
る
。
利
害
対
立
が
増
え
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
日
本
側
の
理
解
で
は
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
な
も

の
で
、
イ
ギ
リ
ス
を
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
見
な
す
認
識
は
基
本
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
盟
協
約
を
は
じ
め
と
し
た

国
際
条
約
の
履
行
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
信
頼
で
き
る
国
家
だ
っ
た
。
た
し
か
に
、
対
米
適
用
除
外
が
日
本
の
陸
海
軍
に
与

え
た
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
り
、
第
一
次
大
戦
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
軍
事
協
力
の
「
約
束
」
と
し
て
の
日
英
同
盟
の
空
洞
化
は

相
当
進
ん
で
（
8
）

い
た
。
そ
れ
で
も
、
以
上
に
見
た
理
由
か
ら
、
日
英
同
盟
は
積
極
的
に
捨
て
る
に
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
同
盟
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

「
次
の
同
盟
」
の
形
成
が
困
難
と
思
わ
れ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
戦
間
期
の
特
有
の
事
情
で
あ
る
。
史
上
初
の
総
力
戦
と

な
っ
た
第
一
次
大
戦
の
戦
禍
は
、
人
類
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
原
因
が
大
戦
中
か
ら
探
究
さ
れ
、
協
商
国
側

で
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
と
並
ん
で
問
題
視
さ
れ
た
の
が
、
大
国
間
の
同
盟
を
通
じ
た
勢
力
均
衡
政
策
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後

の
国
際
政
治
学
が
「
安
全
保
障
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
と
名
づ
け
た
、
大
国
間
の
相
互
不
信
に
基
づ
く
軍
備
と
同
盟
の
強
化
合
戦
こ
そ

が
、
大
戦
の
原
因
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
を
と
く
に
強
く
持
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（W
oodrow

W
ilson

）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
は
、「
勢
力
の
均
衡
」（Balance

ofPow
er

）
は
実
際
に
は
世
界
の
安
定
を
破
壊
し
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た
と
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
勢
力
の
共
同
化
」（Com

m
unity

ofPow
er

）
を
目
的
に
、
国
際
連
盟
の
結
成
を
主
導
し
た
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
手
段
に
つ
い
て
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
（
現
在
の
用
語
で
言
え
ば
）
集
団
防
衛
を
集
団
安
全
保
障
で
置
き
か
え

よ
う
と
し
た
。

こ
の
目
的
に
該
当
す
る
連
盟
規
約
の
条
項
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
戦
争
に
発
展
し
そ
う
な
国
際
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に

は
、「
戦
争
に
訴
え
」
ず
に
、
仲
裁
裁
判
な
ど
の
国
際
的
な
司
法
判
断
や
連
盟
理
事
会
の
審
査
と
い
っ
た
、
平
和
的
な
問
題
解
決

を
最
初
に
試
み
る
義
務
を
加
盟
国
は
負
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
出
さ
れ
た
判
決
や
連
盟
理
事
会
の
勧
告
に
従
っ
て
い
る
加
盟
国
に

対
す
る
戦
争
も
、
禁
止
で
あ
る
（
第
一
二
・
一
三
・
一
五
条
）。
そ
し
て
、
も
し
以
上
の
規
定
を
無
視
し
て
戦
争
に
訴
え
た
場
合

に
は
、
そ
の
国
家
は
「
当
然
、
他
の
す
べ
て
の
連
盟
国
に
対
し
て
戦
争
行
為
を
為
し
た
る
も
の
」
と
見
な
さ
れ
、
制
裁
の
対
象
と

な
る
（
第
一
六
条
）。
そ
の
上
で
、
加
盟
国
は
、
も
し
こ
れ
ら
の
条
項
を
含
む
連
盟
規
約
と
両
立
し
な
い
「
連
盟
国
相
互
間
の
義

務
又
は
了
解
」
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
国
に
関
す
る
も
の
を
廃
棄
す
る
べ
き
こ
と
を
「
承
認
」
し
、
将
来
に
も
連
盟
規

約
と
両
立
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
条
約
・
協
定
を
締
結
し
な
い
と
「
誓
約
」
し
て
い
た
（
第
二
（
9
）

〇
条
）。

た
だ
し
、
同
盟
結
成
の
権
利
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
条
項
は
な
い
。
く
わ
え
て
、
連
盟
規
約
と
日
英
同
盟
協
約
の
関
係
を
日
英

間
で
具
体
的
に
検
討
す
る
前
に
、
日
英
同
盟
は
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
連
盟
の
集
団
安
全
保
障
の
規
定
と
、
自
動

参
戦
義
務
（
協
同
戦
闘
義
務
）
を
定
め
た
日
英
同
盟
協
約
が
ど
こ
ま
で
矛
盾
し
、
そ
の
解
消
に
は
ど
の
よ
う
な
改
定
が
必
要
だ
っ

た
の
か
は
明
ら
か
で
は
（
10
）

な
い
。
推
測
す
れ
ば
、
日
英
と
も
に
同
盟
協
約
よ
り
も
連
盟
規
約
を
優
先
す
る
改
定
を
検
討
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
両
国
が
連
盟
規
約
に
忠
実
に
行
動
し
、
そ
れ
で
も
連
盟
の
紛
争
解
決
の
仕
組
み
が
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
場
合
の

み
、
協
同
戦
闘
義
務
（
表
現
を
弱
め
る
な
ら
相
互
援
助
義
務
）
が
生
じ
る
と
の
内
容
に
な
っ
た
か
も
し
れ
（
11
）

な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
規
約
を
持
つ
連
盟
が
発
足
し
た
あ
と
に
、
既
存
の
同
盟
の
更
新
は
と
も
か
く
、
新
規
の
同
盟
を
一
か
ら
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結
ぶ
ハ
ー
ド
ル
は
よ
り
高
か
っ
た
だ
ろ
う
。
軍
事
同
盟
を
主
要
手
段
と
す
る
勢
力
均
衡
を
克
服
す
る
た
め
に
連
盟
が
作
ら
れ
た
こ

と
は
、
当
時
の
政
治
・
外
交
指
導
者
や
外
交
当
局
者
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
第
一
次
大
戦
の
終
結
と

連
盟
の
発
足
後
に
、
大
国
間
の
同
盟
形
成
は
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
次
節
で
確
認
し
よ
う
。

（
3
）
国
際
連
盟
下
の
同
盟
―
―
一
九
二
〇
年
代

で
は
、
連
盟
発
足
後
に
大
国
間
の
同
盟
形
成
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
降
の
四
五
〇
を
上

回
る
「
広
義
の
同
盟
」
を
網
羅
し
たG

ibler,InternationalM
ilitary

Alliance,1648

―2000

に
頼
っ
て
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

広
義
の
と
い
う
の
は
、
同
書
に
は
、
タ
イ
プ
Ⅰ
の
軍
事
同
盟
（D

efense
Pact

）
だ
け
で
な
く
（
第
四
次
日
露
協
約
も
こ
ち
ら
に

含
ま
れ
る
）、
タ
イ
プ
Ⅱ
と
し
て
中
立
条
約
（N

eutrality
Pact

）、
そ
し
て
タ
イ
プ
Ⅲ
と
し
て
協
商
（Entente

）
と
、
都
合
三
種

類
の
「
同
盟
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
タ
イ
プ
Ⅱ
に
は
同
盟
と
し
て
も
機
能
し
う
る
不
可
侵
条

約
と
通
常
は
そ
う
は
な
ら
な
い
仲
裁
条
約
が
、
タ
イ
プ
Ⅲ
に
も
、
同
盟
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
と
は
言
え
な
い
大
国
間
協
定

（
た
と
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
調
印
さ
れ
た
四
国
条
約
）
が
一
緒
に
含
ま
れ
る
な
ど
、
各
タ
イ
プ
の
括
り
も
か
な
り
広
義
で
あ

る
。
第
一
義
的
な
用
途
が
、
計
量
分
析
の
た
め
の
デ
ー
タ
ー
セ
ッ
ト
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、
国
際
関
係
史
・

外
交
史
に
お
け
る
各
協
定
に
対
す
る
一
般
的
な
評
価
も
加
味
し
て
考
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
連
盟
の
権
威
が
保
た
れ
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
を
見
る
と
、
連
盟
加
盟
・
非
加
盟
を
問
わ
ず
に
大
国

間
で
成
立
し
た
「
広
義
の
同
盟
」
は
、
タ
イ
プ
Ⅰ
が
二
つ
、
タ
イ
プ
Ⅱ
と
タ
イ
プ
Ⅲ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
う
ち
タ
イ
プ
Ⅰ
の
二
つ
は
、
当
時
連
盟
外
で
孤
立
し
て
い
た
独
ソ
間
の
国
交
を
樹
立
し
た
一
九
二
三
年

の
ラ
パ
ロ
条
約
と
、
そ
の
ド
イ
ツ
の
連
盟
加
盟
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
九
二
五
年
に
成
立
し
た
ロ
カ
ル
ノ
（
諸
）
条
約
（Lo-
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carno
Treaties

）
の
本
体
（
詳
細
は
後
述
）
で
あ
る
。
そ
し
て
タ
イ
プ
Ⅲ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
日
英
同
盟
を
廃
棄
す
る
た
め

に
結
ば
れ
た
四
国
条
約
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
研
究
で
は
軍
事
同
盟
と
は
見
な
さ
れ
な
い
協
定
ば
か
り
で
あ
る
。

と
く
に
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
本
体
と
四
国
条
約
は
、
条
文
お
よ
び
実
際
の
機
能
の
さ
れ
方
か
ら
考
え
て
、
国
際
政
治
学
で
一
般
的

な
同
盟
の
定
義
か
ら
は
か
な
り
外
れ
る
。
同
盟
の
理
論
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ト
の
定
義
で
は
、
同
盟
と
は
「
国
家
間

の
安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
公
式
・
非
公
式
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
で
、
そ
の
中
心
的
な
機
能
は
、
同
盟
「
外
の
ア
ク
タ
ー
に
対

抗
す
る
た
め
に
相
互
に
軍
事
協
力
を
提
供
す
る
」
こ
と
に
（
12
）

あ
る
。
し
か
し
、
両
条
約
は
そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
は
な

い
。
仮
に
対
抗
す
べ
き
潜
在
的
な
脅
威
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
で
あ
り
、
調
印
国
に
含
ま
れ
て
い

た
。
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
連
盟
に
加
盟
す
る
大
国
間
で
、
新
規
の
軍
事
同
盟
は
成
立
し
な
か
っ
た
と
言
（
13
）

え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ラ
パ
ロ
条
約
に
は
、
ド
イ
ツ
軍
が
ソ
ビ
エ
ト
領
内
で
軍
事
訓
練
を
実
施
で
き
る
秘
密
協
定
が
付
属
し
て
お

り
、
英
仏
へ
の
対
抗
も
当
初
は
意
図
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ロ
カ
ル
ノ
・
四
国
条
約
と
比
較
す
る
と
、「
安
全
保
障
協
力
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に
近
い
。
た
だ
相
互
防
衛
や
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
直
接
的
な
軍
事
援
助
を
規
定
・
想
定
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
く
わ
え
て
、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
成
立
で
ド
イ
ツ
と
英
仏
の
関
係
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
。
翌
年
、
独
ソ
は
中
立
条

約
（
ベ
ル
リ
ン
条
約
）
を
結
び
（
こ
れ
が
先
述
の
タ
イ
プ
Ⅱ
）、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
下
で
も
、
ラ
パ
ロ
条
約
に
よ
る
軍
事
協
力
は
続

い
た
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
誕
生
に
と
も
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
に
、
両
条
約
が
同
盟
と
し
て
機
能

し
た
と
言
え
る
場
面
は
な
い
。
つ
ま
り
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
大
国
間
の
典
型
的
な
軍
事
同
盟
は
、
新
規
に
成
立
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
範
囲
を
広
げ
、
大
国
が
中
小
国
（m

inorpow
ers

）
と
結
ん
だ
「
広
義
の
同
盟
」
を
確
認
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
と
北

欧
・
中
欧
諸
国
間
を
中
心
に
、
複
数
の
協
定
が
成
立
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
他
に
「
ハ
ブ
」
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
周
辺
国
と
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複
数
の
「
広
義
の
同
盟
」
を
結
ん
だ
イ
タ
リ
ア
と
ソ
連
で
あ
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
協
定
の
う
ち
、
タ
イ
プ
Ⅰ
は
六
つ
で
、
そ

の
う
ち
四
つ
は
フ
ラ
ン
ス
を
ハ
ブ
と
す
る
協
定
で
あ
る
。
他
の
二
つ
は
、
ソ
連
の
前
身
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
が
ペ
ル
シ
ャ
と

一
九
二
一
年
に
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
が
ア
ル
バ
ニ
ア
と
一
九
二
七
年
に
結
ん
だ
協
定
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
部
の
安
全
保
障
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
ハ
ブ
と
す
る
同
盟
の
う
ち
、
二
つ
を
取

り
上
げ
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
一
九
二
五
年
の
ロ
カ
ル
ノ
会
議
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

結
ん
だ
相
互
援
助
条
約
で
（
14
）

あ
る
。
先
ほ
ど
触
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
連
盟
加
盟
を
実
現
す
る
た
め
に
結
ば
れ
た
「
本
体
」
と
と
も
に
、

ロ
カ
ル
ノ
（
諸
）
条
約
を
構
成
し
た
条
約
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
条
文
で
は
日
英
同
盟
の
「
協
同
戦
闘
」
ほ
ど
強
い
文
言
は
使
わ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
方
が
他
方
に
「
た
だ
ち
に
援
助
・
支
援
を
与
え
る
」
状
況
が
二
つ
明
記
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
る
国
境
線
の
維
持
と
ド
イ
ツ
西
部
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
非
武
装
、
そ
し
て
相
互
不
可
侵
を

ド
イ
ツ
と
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
が
約
束
し
、
こ
の
内
容
を
イ
ギ
リ
ス
と
イ
タ
リ
ア
が
保
障
す
る
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
「
本
体
」
が

破
綻
し
、
連
盟
が
規
約
第
一
六
条
に
基
づ
く
制
裁
を
（
ド
イ
ツ
に
）
実
施
し
た
場
合
で
あ
る
。
要
は
、
対
独
制
裁
の
一
環
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
の
相
互
援
助
が
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
う
し
た
制
裁

を
含
む
連
盟
の
事
態
収
拾
策
が
機
能
し
な
い
状
況
で
、
締
約
国
の
一
方
が
「
挑
発
に
よ
ら
ず
」（
ド
イ
ツ
の
）
攻
撃
を
受
け
た
と

き
で
（
15
）

あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
も
し
日
英
同
盟
が
大
戦
後
に
更
新
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
に
近
い
内
容
に
改
定
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
を
ハ
ブ
と
す
る
ロ
カ
ル
ノ
条
約
下
の
新
同
盟
は
、
連
盟
の
集
団
安
全
保
障
に
と
っ
て
最
た
る
潜
在
的
な
脅

威
で
あ
る
ド
イ
ツ
が
対
象
だ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
間
の
安
全
保
障
条
約
も
同
様
で
（
16
）

あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
正
統
性
も
確
保
し
や
す
か
っ
た
。
し
か
し
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
渇
望
し
た
、
大
国
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
は
実
現

し
な
か
（
17
）

っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
新
規
に
結
ば
れ
た
大
国
間
同
盟
の
例
は
な
い
（
あ
っ
た
と
し
て
も
、
連
盟
非
加
盟
国
同
士
の

ラ
パ
ロ
条
約
の
み
）。
さ
ら
に
い
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
日
英
同
盟
が
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
国
間
の
典
型
的
な
軍
事
同

盟
は
一
つ
も
存
在
し
な
く
な
（
18
）

っ
た
。
他
方
で
、
大
国
と
中
小
国
の
同
盟
は
五
つ
成
立
し
た
（
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
に
は
ソ

ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
へ
の
主
た
る
対
抗
を
目
的
と
し
た
一
九
二
一
年
の
協
定
が
別
に
あ
る
が
、
同
盟
関
係
と
し
て
は
一
つ
と
数
（
19
）

え
る
）。

そ
の
う
ち
、
ソ
連
と
イ
タ
リ
ア
の
同
盟
は
、
周
辺
国
へ
の
政
治
的
影
響
力
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
実
際

に
、
大
国
側
の
同
盟
相
手
国
へ
の
侵
攻
で
ど
ち
ら
も
終
焉
を
迎
え
て
（
20
）

い
る
。
残
り
は
フ
ラ
ン
ス
を
ハ
ブ
と
す
る
同
盟
で
、
力
関
係

は
と
も
か
く
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
内
容
と
し
て
は
対
等
な
同
盟
関
係
と
言
え
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
本
来
の
希
望
で
あ
る

大
国
間
同
盟
へ
の
発
展
は
、
第
二
次
大
戦
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
国
間
の
同
盟
形
成
が
再
び
活
発
化
す
る
の
は
、
連
盟
の
権
威
が
失
墜
を
見
る
一
九
三
〇
年
代
の
と
く
に
後
半
以
後
で
（
21
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
の
終
結
後
、
大
国
間
の
軍
事
同
盟
は
一
〇
年
以
上
の
「
冬
の
時
代
」
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
本
項
で
素
描
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
国
際
関
係
史
の
展
開
は
、
日
英
同
盟
の
終
焉
が
、
国
際
政
治
の
潮
流
変
化
に

沿
っ
て
い
た
こ
と
を
や
は
り
裏
書
き
し
て
く
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
廃
棄
が
必
然
だ
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
大
国
間
同
盟
の
終
焉
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
敗
戦
に
よ
る
自
壊
（
ド
イ
ツ
を
中
核
と
す
る
中
央

同
盟
）
か
、
締
約
国
の
体
制
転
換
（
革
命
）
に
よ
る
自
然
消
滅
で
あ
る
（
英
仏
露
の
三
国
協
商
と
第
四
次
日
露
協
約
）。
三
国
協

商
中
の
英
仏
協
商
に
限
っ
て
は
、
協
定
そ
の
も
の
は
有
効
で
あ
り
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
英
仏
協
商
は
も
と
も
と
同

盟
協
約
で
は
（
22
）

な
く
、
両
国
が
公
式
に
同
盟
関
係
と
な
っ
た
の
は
第
一
次
大
戦
の
勃
発
（
と
く
に
協
商
国
側
の
単
独
不
講
和
を
取
り

決
め
た
一
四
年
八
月
の
ロ
ン
ド
ン
宣
言
）
に
よ
っ
て
だ
（
23
）

ろ
う
。
よ
っ
て
、「
安
全
保
障
協
力
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と
し
て
の
英

仏
の
同
盟
関
係
も
、
大
戦
の
終
結
と
講
和
の
成
立
で
―
―
も
う
少
し
長
く
見
て
も
連
盟
の
設
立
お
よ
び
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
締
結
に
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よ
っ
て
―
―
解
消
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
間
期
の
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
対
独
同
盟
を
望
み
な
が
ら
、
第
二
次
大
戦
の

勃
発
ま
で
そ
れ
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
以
上
の
解
釈
を
十
分
に
裏
書
き
す
る
だ
（
24
）

ろ
う
。

な
お
、
協
商
国
側
は
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
で
「
同
盟
お
よ
び
連
合
国
」（A

llied
and

A
ssociated

Pow
ers

）
と
な
っ
た
。
同
じ
く

途
中
参
戦
し
た
日
本
な
ど
と
違
い
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
の
協
商
国
と
も
同
盟
関
係
に
な
い
連
合
国
（associated

pow
er

）
と
の
立
場

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
協
商
国
の
関
係
は
一
体
性
を
持
つ
「
安
全
保
障
協
力
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
」
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
対
独
講
和
条
約
（
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
）
の
成
立
と
、（
逆
説
的
だ
が
）
ア
メ
リ
カ
の
連
盟
非
加

盟
（＝

同
国
上
院
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
批
准
承
認
の
否
決
）
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
米
仏
お
よ
び
英
仏
の
対
独
保
障
条
約
の

頓
挫
で
、
こ
ち
ら
も
解
消
し
た
と
言
え
（
25
）

よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
日
英
同
盟
は
、
自
動
更
新
を
規
定
す
る
明
確
な
協
約
を
持
つ
同
盟
で
あ
っ
た
た
め
、
協
同
戦
闘
に
従
事
し
た
戦

争
の
講
和
が
な
さ
れ
て
も
、
自
然
解
消
し
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
を
戦
っ
た
他
の
大
国
間
同
盟
に
比
べ

て
、
終
焉
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
両
国
に
残
っ
た
「
最
後
の
同
盟
」
と
し
て
、
日

英
同
盟
が
貴
重
な
価
値
を
持
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
同
盟
協
約
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
と
い
う
点
で
は
、
日
英
ど
ち
ら
も
相
手
の
行
動
履
歴
に
満
足
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
も
し
ア
メ
リ
カ
が
強
い
反
対
圧
力

を
か
け
な
け
れ
ば
、
日
英
同
盟
は
連
盟
規
約
を
優
先
す
る
改
定
を
施
し
た
上
で
、
問
題
な
く
存
続
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
ア

メ
リ
カ
の
反
対
圧
力
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
も
、
同
盟
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
日
英
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
が
、
同
盟

の
廃
棄
に
強
く
抵
抗
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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三

日
英
の
同
盟
継
続
論

（
1
）
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
レ
ン
マ

日
英
が
と
も
に
同
盟
の
継
続
を
望
ん
だ
と
は
い
え
、
そ
の
熱
心
さ
に
は
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
反
対
圧
力

に
強
く
抵
抗
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
み
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
次
大
戦
が
も
た
ら
し
た
、
勢
力
分
布
の
変

化
と
規
範
の
変
化
か
ら
な
る
「
国
際
シ
ス
テ
ム
の
変
容
」
の
影
響
を
、
日
本
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
が
よ
り
強
く
受
け
た
た
め
で
あ

る
。も

ち
ろ
ん
、
同
盟
の
運
営
で
主
導
権
を
握
る
「
リ
ー
ダ
ー
」
だ
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
九
一
一
年
の
対

米
適
用
除
外
を
主
導
し
た
の
も
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
る
日
本
は
、
自
ら

に
と
っ
て
の
同
盟
の
価
値
が
一
方
的
に
損
な
わ
れ
る
と
承
知
し
な
が
ら
、
受
け
入
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
同
盟
廃
棄
の
時
点
で

も
、
大
戦
で
疲
弊
し
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
一
の
植
民
地
帝
国
で
あ
る
事
実
に
変
わ
り
は
な
く
（
し
か
も
、
旧
ド
イ
ツ

領
や
旧
オ
ス
マ
ン
領
の
委
任
統
治
で
版
図
は
最
大
に
達
し
て
い
た
）、
政
治
力
、
経
済
力
、
軍
事
力
の
い
ず
れ
で
見
て
も
、
日
本

の
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
も
、
同
盟
の
維
持
に
強
い
未
練
が
あ
っ
た
の
は
日
本
と
さ
れ
る

こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
う
し
た
評
価
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
側
の
自
己
評
価
と
も
一
致
し
て
い
る
。
後
で
見

る
よ
う
に
、
同
盟
の
存
廃
を
め
ぐ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
指
導
者
と
外
交
当
局
者
（
お
よ
び
海
軍
当
局
者
）
で
温
度
差
が
あ

り
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
反
対
が
強
ま
る
ほ
ど
、
両
者
の
意
見
対
立
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
「
ま
っ
た
く
必
死
に

な
っ
て
〔
同
盟
〕
条
約
の
更
新
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
日
本
」「
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
を
必
要
と
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す
る
よ
り
も
、
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
を
必
要
と
し
て
〔
い
る
〕」
と
の
認
識
で
、
彼
ら
は
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

傲
慢
を
戒
め
て
い
た
の
は
、
当
時
の
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
ぐ
ら
い
で
（
26
）

あ
る
。

だ
が
、
各
国
家
が
国
際
シ
ス
テ
ム
の
変
容
か
ら
受
け
る
圧
力
は
、
国
力
に
従
っ
て
つ
ね
に
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
守

る
べ
き
利
益
の
大
き
さ
が
、
圧
力
を
深
刻
に
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
だ
。
日
英
同
盟
の
存
廃
問
題
は
ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
て
、
第

一
次
大
戦
に
よ
る
規
範
と
中
で
も
勢
力
分
布
の
変
化
は
、
も
っ
ぱ
ら
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
困
難
な
方
向
に
作
用
し
た
。

第
一
に
、
ロ
シ
ア
十
月
革
命
と
ド
イ
ツ
の
敗
北
で
同
盟
に
と
っ
て
の
共
通
の
脅
威
が
消
滅
し
た
事
実
は
す
で
に
本
稿
で
確
認
し

た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
同
盟
で
対
処
し
た
い
深
刻
な
脅
威
が
依
然
存
在
し
た
。
大
戦
中
の
独
露
仏
の
退
潮
に
乗
じ
る
形
で

勢
力
を
拡
張
さ
せ
た
日
本
で
あ
る
。
対
華
二
十
一
カ
条
要
求
な
ど
と
比
べ
て
手
段
は
い
く
ぶ
ん
穏
当
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

日
本
の
野
心
的
な
拡
張
主
義
は
、
大
戦
後
も
基
本
的
に
変
化
し
な
い
と
イ
ギ
リ
ス
は
予
想
し
て
い
た
。

し
か
し
、
日
本
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
で
（
非
公
式
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
め
て
）
新
規
の
大
国
間
同
盟
を
結
ぶ

余
地
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
と
社
会
主
義
国
家
ロ
シ
ア
は
対
日
同
盟
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
な
り
得
ず
、
戦
勝
国
の

フ
ラ
ン
ス
も
国
力
か
ら
言
っ
て
ま
っ
た
く
不
足
だ
っ
た
の
で
（
27
）

あ
る
。
同
盟
ま
で
い
か
ず
と
も
勢
力
均
衡
に
よ
る
対
日
抑
制
も
、
こ

れ
ほ
ど
欧
州
大
国
の
勢
力
が
衰
え
て
は
機
能
し
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
本
に
対
す
る
「
瓶
の
フ
タ
」
の
効
果

を
期
待
し
、
日
英
同
盟
の
継
続
を
摸
索
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
、
中
国
に
お
け
る
各
種
の
権
益
（
大
国
の
中
で
最
大
で
あ
る
）、
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
、
そ
し
て

オ
セ
ア
ニ
ア
の
自
治
領
と
、
本
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
ア
ジ
ア
方
面
で
守
る
べ
き
も
の
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
日

本
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
帝
国
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
立
場
を
か
え
っ
て
困
難
に
し
て
い
た
。

し
か
も
、
す
で
に
大
戦
前
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
主
力
級
の
艦
隊
は
東
ア
ジ
ア
に
常
駐
し
て
お
ら
ず
、
大
戦
後
と
な
る
と
財
政
的
に
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も
は
や
不
可
能
で
あ
っ
た
。
対
日
危
機
の
場
合
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
派
遣
す
る
に
も
、
主
力
艦
隊
を
収
容
可
能
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

海
軍
基
地
は
ま
だ
工
事
も
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
予
算
確
保
の
目
処
も
つ
い
て
い
（
28
）

な
い
。
こ
の
帝
国
と
軍
事
力
の
不
均
衡
か
ら
言
っ

て
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
日
英
同
盟
の
廃
棄
を
そ
う
易
々
と
決
断
で
き
な
か
っ
た
。

だ
が
、
第
三
に
、
も
し
国
際
連
盟
が
十
分
に
機
能
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
も
日
英
同
盟
の
継
続
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
何
と
言
っ
て
も
、
連
盟
の
集
団
安
全
保
障
は
、
同
盟
に
よ
る
勢
力
均
衡
を
置
き
か
え
る
た
め
に
国
際
政
治
に
導

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
連
盟
を
通
じ
た
世
界
政
治
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
、
そ
れ
を
通
じ
た
英
米
協
調

は
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
ま
で
持
っ
た
ど
の
同
盟
よ
り
も
、
帝
国
の
安
全
に
貢
献
す
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
国
内
政
治
上
の
問
題
を
解
決
で
き
ず
、
連
盟
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
新
し
い
規
範
に
基
づ
く

連
盟
の
設
立
は
、
一
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
持
つ
「
最
後
の
同
盟
」
の
正
統
性
を
確
実
に
低
下
さ
せ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
連
盟
不
参
加
に
よ
り
、
集
団
安
全
保
障
が
日
英
同
盟
を
代
替
す
る
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
の
脅
威
を
間
近
に
感
じ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の

首
脳
中
で
、
最
も
熱
心
な
同
盟
継
続
論
者
と
な
っ
た
。

だ
が
、
第
四
に
、
ア
メ
リ
カ
の
反
対
を
無
視
し
て
、
同
盟
の
更
新
を
強
行
す
る
こ
と
も
躊
躇
さ
れ
た
。
対
米
関
係
が
世
界
で
最

も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
る
こ
と
に
は
、
英
政
府
内
で
も
帝
国
首
脳
間
で
も
異
論
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当

時
の
英
米
関
係
が
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
最
悪
と
言
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
大
戦
中
に
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
借
り
た
巨
額
の
戦
債
が
、
英
米
関
係
の
棘
に
な
っ
て
い
た
。
参
戦
が
遅
れ
た
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
応
分
の
戦
争
負
担
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
免
除
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
ま
っ
た
く
譲
る
そ
ぶ
り
を

見
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
一
九
年
に
内
戦
状
態
と
な
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
独
立
問
題
を
め
ぐ
っ
て
も
、
英
米
関
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係
は
緊
張
し
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
住
民
を
多
数
抱
え
る
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
こ
の
問
題
で
あ
き
ら
か
に
反
英
だ
っ
た
。
最

後
に
、
大
戦
終
結
後
も
中
止
さ
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
大
建
艦
計
画
を
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
深
刻
に
憂
慮
し
て
い
た
。
よ
く
知

ら
れ
た
二
国
標
準
主
義
（
世
界
第
二
位
と
第
三
位
の
海
軍
国
と
同
等
以
上
の
海
軍
力
を
保
持
す
る
方
針
）
は
す
で
に
事
実
上
放
棄

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
の
建
艦
が
続
け
ば
、
遠
か
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
一
国
標
準
主
義
（
最
低
で
も
世

界
一
位
タ
イ
の
海
軍
力
を
保
持
す
る
方
針
）
も
維
持
で
き
ず
、
単
独
二
位
以
下
に
転
落
す
る
。
そ
れ
は
、
世
界
一
の
海
洋
帝
国
と

し
て
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
事
態
だ
っ
た
。

と
く
に
首
相
の
ロ
イ
ド＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid
Lloyd

G
eorge

）
は
、
閣
議
や
英
政
府
の
防
衛
政
策
を
討
議
す
る
帝
国
防
衛
委

員
会
、
自
治
領
お
よ
び
植
民
地
首
脳
と
の
合
議
体
で
あ
る
帝
国
会
議
と
い
っ
た
重
要
な
政
策
決
定
の
場
で
、
ア
メ
リ
カ
の
建
艦
計

画
に
対
す
る
反
感
を
隠
さ
な
か
っ
た
（
日
英
同
盟
で
の
対
抗
を
仄
め
か
し
て
、
閣
僚
に
た
し
な
め
ら
れ
る
場
面
さ
え
あ
（
29
）

っ
た
）。

だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
対
立
点
を
抱
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
同
盟
の
更
新
で
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
一
層
難
し
く
す
る
の
は

得
策
で
な
い
と
の
主
張
も
、
英
政
府
内
や
自
治
領
首
脳
（
中
で
も
カ
ナ
ダ
首
相
）
に
は
強
く
あ
り
、
そ
う
簡
単
に
無
視
で
き
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
は
「
ゆ
る
や
か
な
同
盟
」
の
継
続
を
望
ん
だ
英
海
軍
省
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
建
艦
競
争
を
避
け
る
観
点

か
ら
、
一
九
二
〇
年
二
月
に
は
同
盟
反
対
に
転
じ
て
い
た
。
一
九
一
一
年
の
日
英
同
盟
協
約
の
改
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
海
軍

内
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
大
海
軍
主
義
者
が
、
日
英
の
同
盟
関
係
を
大
建
艦
計
画
の
正
当
化
に
使
っ
て
い
た
た
め
で
（
30
）

あ
る
。

以
上
に
見
た
、
主
に
勢
力
分
布
の
変
化
を
原
因
と
す
る
四
つ
の
圧
力
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
は
同
盟
の
継
続
と

廃
棄
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
に
苦
し
む
。
そ
う
し
た
状
態
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
へ
の
招
請
直
前
ま
で
、
英
内
閣
が
方

針
と
し
た
の
は
、
協
約
改
定
を
前
提
と
し
た
同
盟
の
継
続
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
軍
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
対
米
関
係
と
の
両
立

に
見
通
し
は
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
対
米
関
係
へ
の
配
慮
か
ら
同
盟
継
続
に
反
対
す
る
カ
ナ
ダ
首
相
や
英
内
閣
内
の
海
軍
主
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義
者
（
そ
の
代
表
格
は
チ
ャ
ー
チ
ル
〔W

inston
Churchill

〕）
も
、
デ
ィ
レ
ン
マ
解
消
の
術
を
持
た
な
か
っ
た
点
は
同
じ
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
日
英
同
盟
に
代
わ
る
帝
国
防
衛
の
手
段
を
ロ
イ
ド＝

ジ
ョ
ー
ジ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
か
ら
問
わ
れ
れ
ば
、
答

え
を
は
ぐ
ら
か
す
か
、
根
拠
の
な
い
楽
観
論
を
展
開
す
る
か
、
英
米
関
係
の
至
高
性
を
と
も
か
く
強
調
す
る
か
だ
っ
た
。
こ
う
し

て
、
首
相
以
下
の
英
政
府
の
主
要
閣
僚
と
自
治
領
の
首
脳
た
ち
は
、
一
九
二
一
年
六
月
二
〇
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
っ
た
帝
国
会

議
で
、
小
田
原
評
定
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
日
本
の
立
場

イ
ギ
リ
ス
を
苦
し
め
た
四
つ
の
圧
力
の
う
ち
、
と
く
に
最
初
に
あ
げ
た
英
仏
露
の
退
潮
と
日
本
の
勢
力
の
増
大
は
、
客
観
的
な

変
化
と
し
て
は
日
本
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
政
治
の
展
開
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
の
は
、
国
際
環

境
の
変
化
と
主
要
国
の
国
力
や
利
益
と
の
相�

対�

的�

な�

関
係
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
を
苦
し
め
る
デ
ィ
レ
ン
マ
の
源
泉
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
当
然
だ
が
、
自
国
の
勢
力
の
増
大
を
日
本
が
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
自
ら
の
力
が
増
え
た
分
、
日
本
に
と
っ
て

の
日
英
同
盟
の
価
値
は
相
対
的
に
低
下
し
た
。
そ
の
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
共
有
す
る
脅
威
で
あ
っ
た
独
露
の
勢
力
が
著
し
く
退
潮

し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
同
盟
国
日
本
を
脅
威
と
見
な
す
イ
ギ
リ
ス
と
は
違
い
、
日
本
に
は
日
英
同
盟
で
対
抗
し
た
り
封
じ

込
め
た
り
す
べ
き
脅
威
は
、
同
盟
相
手
の
イ
ギ
リ
ス
を
含
め
て
、
東
ア
ジ
ア
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
脅
威
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
当
時
の
首
相
で
あ
る
原
敬
の
方
針
は
、
よ
く
知
ら
れ
た

よ
う
に
対
米
協
調
で
（
31
）

あ
る
。
だ
が
、
相
手
と
の
協
調
を
望
む
こ
と
と
、
安
全
保
障
上
の
少
な
く
と
も
潜
在
的
な
脅
威
と
見
な
す
こ

と
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
現
在
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
オ
バ
マ
〔Barack

O
bam

a

〕
政
権
が
終
わ
る
頃
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ま
で
の
米
中
関
係
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
ま
で
の
ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
関
係
を
思
い
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
―
―
協
調
と
併
行

し
て
対
抗
す
る
準
備
を
ど
の
程
度
行
っ
た
か
に
は
、
国
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
。
な
お
、
当
時
の
英
米
間
に
も
、
日
米

間
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
脅
威
認
識
は
あ
（
32
）

っ
た
）。
そ
の
意
味
で
は
、
大
戦
後
の
日
本
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

は
少
な
く
と
も
潜
在
的
な
脅
威
で
あ
り
、
対
抗
で
き
る
同
盟
が
あ
れ
ば
、
非
公
式
な
も
の
で
も
手
に
入
れ
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
、
大
戦
中
に
成
立
し
た
第
四
次
日
露
協
約
に
、
日
本
は
そ
う
し
た
役
割
を
期
待
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
露
仏

独
の
退
潮
は
著
し
く
、
た
と
え
彼
ら
と
同
盟
結
成
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
意
味
の
あ
る
対
米
同
盟
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
日
英

同
盟
は
、
す
で
に
大
戦
前
か
ら
対
米
除
外
が
明
確
な
の
で
あ
る
（
し
か
も
、
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
）。

こ
う
し
て
、
大
戦
後
の
日
本
に
は
、
日
英
同
盟
で
対
抗
可
能
な
脅
威
は
現
実
に
存
在
せ
ず
、
唯
一
の
潜
在
的
な
脅
威
と
い
え
た

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
同
盟
も
不
可
能
だ
（
33
）

っ
た
。
よ
っ
て
、
も
し
日
英
同
盟
を
廃
棄
す
る
と
し
て
も
、
代
替
物
に

つ
い
て
思
い
悩
む
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
と
は
対
照
的
に
、
同
盟
に
代
わ
り
う
る
勢
力
均
衡
の
不
在
や
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
不
安
定
さ
に
気
を
揉
む
必
要
は
、
日
本
に
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
既
存
の
同
盟
―
―
し
か
も
世
界
一
の
帝
国
と
の
同
盟
―
―
は
や
は
り
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
連
盟
成

立
や
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
の
増
大
で
、
た
と
え
「
形
式
的
」
と
な
る
に
し
て
も
、
日
本
は
同
盟
の
保
持
を
望
ん
だ
。
こ
の
点
は
原

敬
首
相
か
ら
外
務
省
の
担
当
官
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
（
34
）

な
い
。
し
か
し
、
で
き
れ
ば
「
実
質
的
な
同
盟
」
を
日
本
が
確
保
し
よ
う
と

努
力
し
た
か
と
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
形
跡
は
関
連
資
料
の
中
に
見
い
だ
せ
な
い
。
た
し
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
方
が
資
料
状
況
が

は
る
か
に
充
実
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
（
と
く
に
当
該
期
に
関
し
て
は
、
閣
議
や
そ
れ
に
類
し
た
政
策
決
定
レ
ベ
ル
の
議

事
録
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
し
か
な
い
）。
だ
が
、
そ
れ
を
割
り
引
く
必
要
も
な
い
ほ
ど
、
原
の
日
記
や
、
外
交
記
録
、
関
係
省
庁

間
の
会
議
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
日
本
政
府
内
の
政
策
検
討
は
、
同
盟
が
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
形
式
的
」
で
あ
る
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こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
に
は
、
①
一
九
一
一
年
の
対
米
適
用
除
外
で
、
陸
海
軍
は
日
英
同
盟
を
基
本
的
に
計
算
に
い
れ
ず
に
国
防
方
針
を
策

定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
軍
事
同
盟
と
し
て
は
大
戦
前
か
ら
空
洞
化
し
て
い
た
こ
と
、
②
直
前
の
理
由
と
関
連
す

る
が
、
同
盟
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
対
米
関
係
の
最
重
視
を
い
わ
ば
「
自
然
条
件
」
と
諦
観
し
て

い
た
こ
と
、
③
日
本
の
と
く
に
内
閣
・
外
務
省
の
方
針
も
対
米
関
係
の
最
重
視
で
あ
り
、
日
米
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
ま
で
、
す
で

に
弱
体
化
し
て
い
る
同
盟
（
し
か
も
、
万
一
の
と
き
の
対
米
戦
争
に
は
使
え
な
い
同
盟
）
を
再
強
化
す
る
動
機
を
持
た
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
判
断
を
ほ
と
ん
ど
迷
い
の
な
い
も
の
と
し
て
い
た
の
は
、
日
英
同
盟
で
対
抗
す
べ
き
脅
威
も

対
抗
で
き
る
脅
威
も
な
く
な
っ
た
、
日
本
の
安
全
保
障
環
境
で
あ
る
。

（
3
）
日
英
そ
れ
ぞ
れ
の
同
盟
へ
の
「
信
頼
」

日
英
同
盟
の
存
廃
に
関
し
て
、
日
英
が
国
際
シ
ス
テ
ム
か
ら
受
け
た
圧
力
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
盟
更
新
論
の
ト
ー
ン
の

違
い
に
明
瞭
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
勢
力
分
布
が
自
国
に
と
っ
て
大
幅
に
改
善
し
た
日
本
は
、
勢
力
均
衡
か
ら
集
団
安
全
保
障
へ
の
国
際
規
範
の
変
化
を
あ

ま
り
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
沿
う
形
で
同
盟
更
新
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
帝
国
主
義
外
交
の
基
軸
で
あ
っ
た
大
英
帝
国
と
の
「
盟

約
」
に
対
す
る
感
傷
的
な
評
価
（sentim

entalvalue

）、
あ
る
い
は
そ
の
精
神
的
な
価
値
（m

oralvalue

）
へ
の
信
頼
は
残
っ
て

い
た
―
―
と
く
に
日
露
戦
争
前
後
を
よ
く
知
る
指
導
者
層
は
そ
う
で
（
35
）

あ
る
。

よ
り
若
い
世
代
に
属
す
外
務
省
の
実
務
担
当
者
は
そ
こ
ま
で
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
価
値
が
あ
る
こ
と
は
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認
め
て
い
た
。
彼
ら
の
考
え
で
も
「
両
締
約
国
に
取
り
、
進
ん
で
同
盟
の
廃
棄
を
考
慮
」
す
る
理
由
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
ま

ず
日
英
間
に
は
政
治
的
な
利
害
対
立
が
少
な
い
。
さ
ら
に
「A

nglo-Saxon
dom

inion

の
時
代
」
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も

に
そ
の
一
翼
を
担
う
イ
ギ
リ
ス
と
の
同
盟
は
、
唯
一
の
非
西
洋
大
国
で
あ
る
日
本
が
つ
ね
に
気
に
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
人
種
問

題
の
緩
和
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
だ
（
36
）

ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
精
神
的
な
効
果
を
主
に
期
待
す
る
な
ら
、
従
来
型
の
同
盟
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
日
英
同
盟

が
継
続
さ
れ
る
な
ら
、「
仮
想
敵
国
を
目
標
と
し
」
た
旧
来
型
の
同
盟
の
精
神
を
上
書
き
し
て
、「
平
和
時
代
に
処
す
る
の
根
本
義

に
」
基
づ
く
べ
き
で
あ
（
37
）

っ
た
。
外
務
省
の
担
当
官
た
ち
は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
同
盟
の
意
義
が
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し

た
上
で
、
新
た
な
国
際
規
範
に
適
合
す
る
形
で
日
英
同
盟
を
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
、
新
た
な
国
際
規
範
の
失
敗
に
備
え
て
、
旧
来
型
の
同
盟
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
と
も
か
く
、
東
ア
ジ
ア
で
連
盟
を
中
心
と
す
る
新
秩
序
が
も
し
失
敗
し
、
日
本
が
野
心
的
な
拡
張
政
策
に
乗
り
出
せ
ば
、
イ

ギ
リ
ス
帝
国
の
み
で
は
対
処
が
困
難
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
日
英
の
利
害
対
立
は
主
に
経
済
的
な
も
の
で
政
治
的
な
も
の
で
は

な
い
と
の
日
本
側
の
認
識
を
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
は
、
同
盟
廃
棄
に
よ

る
日
本
と
の
関
係
悪
化
を
避
け
、
む
し
ろ
同
盟
を
通
じ
て
日
本
の
行
動
に
影
響
力
を
行
使
し
続
け
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
本
の
一
九
一
五
年
の
対
華
二
十
一
カ
条
要
求
や
一
九
一
八
年
の
西
原
借
款
、
あ
る
い
は
パ
リ
講
和

会
議
で
の
山
東
権
益
の
無
条
件
譲
渡
要
求
を
防
げ
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
同
盟
に
反
対
す
る
ア
メ
リ
カ
（
そ
し
て
日
本

の
拡
張
策
の
対
象
と
な
っ
た
中
国
）
側
の
認
識
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
の
同
盟
と
い
う
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
日

本
は
こ
れ
ほ
ど
の
侵
略
的
な
政
策
を
実
施
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
評
価
は
違
っ
た
。
日
英
同
盟
を
通
じ
た

イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
行
使
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
拡
張
政
策
は
あ�

の�

程�

度�

で
す
ん
だ
の
で
あ
る
。
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実
際
に
、
以
上
の
評
価
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
た
め
に
、
一
九
二
一
年
七
月
初
め
に
英
中
間
で
論
争
に
な
っ
て
い
る
。
駐
英
中
国
公
使

か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
が
日
英
同
盟
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、
東
洋
に
お
け
る
公
平
な
裁
定
者
に
な
る
」
よ
う
に
望
む
と
、
同
盟
の
廃

棄
を
事
実
上
求
め
ら
れ
た
英
外
相
の
カ
ー
ゾ
ン
（G

eorge
Curzon

）
は
、「
も
し
イ
ギ
リ
ス
の
調
停
が
な
け
れ
ば
、
日
本
が
中
国

に
行
使
し
た
圧
力
が
は
る
か
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
事
例
を
、
い
く
つ
も
指
摘
で
き
る
」
と
強
く
反
論
し
た
の
で
（
38
）

あ
る
。

実
は
こ
の
と
き
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
の
方
針
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
外
交
の
変
化
を
理
由
に
、
自
治
領
首
脳
の
同
意
の
下
、
日
米

英
の
三
国
協
定
で
日
英
同
盟
を
代
替
す
る
方
向
に
変
化
し
て
い
た
（
経
緯
は
次
節
で
説
明
す
る
）。
こ
の
方
針
を
円
満
に
実
現
す

る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
日
米
に
く
わ
え
て
中
国
も
招
待
し
て
、
太
平
洋
会
議
を
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の

と
き
の
カ
ー
ゾ
ン
と
中
国
公
使
と
の
会
談
は
、
正
式
の
招
待
に
先
立
ち
、
中
国
側
に
参
加
を
打
診
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
協
議
が
失
敗
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
日
英
同
盟
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
カ
ー
ゾ
ン
は
、

「
関
係
国
が
合
意
で
き
る
解
決
策
を
導
き
出
す
の
が
会
議
の
目
的
」
の
よ
う
な
曖
昧
な
説
明
を
、
中
国
公
使
に
し
た
と
思
わ

（
39
）

れ
る
。
よ
っ
て
、
日
英
同
盟
は
日
本
に
対
す
る
「
瓶
の
フ
タ
」
と
し
て
機
能
す
る
と
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
判
断
に
変
更
は
な
く
、

そ
れ
を
否
定
さ
れ
れ
ば
、
英
外
相
と
し
て
反
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
イ
ギ
リ
ス
の
主
張
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
同
盟
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
信
過
剰
に
加
え
て
、
中
国
へ
の
自
己

弁
護
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
日
英
同
盟
に
「
瓶
の
フ
タ
」
の
効
果
が
な
い
と
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の

東
ア
ジ
ア
政
策
に
保
険
が
皆
無
と
認
め
ね
ば
ら
な
い
。
い
く
ら
大
英
帝
国
と
は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
持
て
ず
、
日

英
同
盟
の
効
果
を
「
信
頼
」
す
る
他
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
大
戦
中
の
日
本
の
中
国
政
策
は
と
も
か
く
、
同
盟
協
約
へ
の
日
本
の
忠
実
さ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
基
本
的
に
満
足

し
て
い
た
。
と
く
に
大
戦
中
の
日
本
の
軍
事
協
力
に
関
し
て
は
、「
義
務
を
超
え
る
負
担
ま
で
」
行
っ
た
と
高
い
評
価
を
与
え
て
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い
る
（
一
九
二
〇
年
二
月
の
外
務
省
の
覚
書
）。「
義
務
を
超
え
る
負
担
」
と
は
、
対
潜
水
艦
戦
に
協
力
す
る
た
め
に
、
同
盟
協
約

の
適
用
対
象
外
で
あ
っ
た
地
中
海
や
喜
望
峰
沖
に
、
日
本
が
駆
逐
艦
隊
を
派
遣
し
た
事
実
を
と
く
に
指
し
て
い
る
の
だ
（
40
）

ろ
う
。

た
し
か
に
日
本
は
、
主
戦
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
陸
上
戦
力
を
派
遣
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
日
英
同
盟
に
関
し
て
人

口
に
膾
炙
し
た
「
歴
史
の
ｉ
ｆ
」
が
言
う
よ
う
に
、
も
し
日
本
軍
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
上
戦
に
加
わ
っ
て
い
れ
ば
、
同
盟
の
廃
棄

は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
一
層
困
難
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
同
盟
協
約
（
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
の
都
合
で
対
米
適
用
除
外

と
な
っ
て
い
る
）
の
本
来
の
義
務
と
、
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
の
勢
力
分
布
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
不
安
定
な
国
際
関
与
を
考
慮
す

れ
ば
、
同
盟
国
と
し
て
の
日
本
は
、
十
分
に
「
信
頼
に
足
る
友
人
」
で
あ
っ
た
。
中
国
政
策
や
海
軍
政
策
、
あ
る
い
は
大
西
洋
地

域
の
英
米
関
係
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
個
別
の
重
要
問
題
の
相
互
関
係
を
包
括
的
に
見
る
癖
を
身
に
つ
け
て
い
た
、
イ
ギ
リ
ス

外
交
の
指
導
者
は
と
く
に
そ
う
判
断
し
た
。
日
露
戦
争
期
に
首
相
を
、
大
戦
半
ば
か
ら
講
和
会
議
期
に
か
け
て
は
外
相
を
務
め
た

バ
ル
フ
ォ
ア
（A

rthurBalfour

）
の
帝
国
会
議
で
の
以
下
の
発
言
は
、
そ
の
見
事
な
要
約
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
集
合
し
、
補
給
や
修
繕
を
受
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
基
地
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
我
々
は
極
東
で
、
相
対
的

に
言
う
と
大
変
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
他
の
考
慮
を
す
べ
て
脇
に
置
い
て
、
日
本

と
の
同
盟
関
係
を
継
続
し
、
極
東
で
は
日
本
と
共
同
行
動
を
と
り
続
け
る
べ
き
だ
と
進
言
す
る
理
由
な
の
で
す
。（
中
略
）

ど
う
で
す
か
、
み
な
さ
ん
、〔
同
盟
更
新
を
支
持
す
る
〕
カ
ー
ゾ
ン
外
相
の
説
明
も
聞
い
た
の
で
す
か
ら
、
同
盟
を
更
新
し

な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
は
、
も
う
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
も
は
や
我
々

は
日
本
の
助
力
に
頼
れ
な
く
な
る
。
日
本
の
行
動
を
抑
制
し
、
あ
る
い
は
穏
当
な
も
の
に
す
る
た
め
の
手
段
も
失
わ
れ
る
。

い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と
悪
い
こ
と
に
、
信
頼
に
足
る
友
人
を
恐
ろ
し
い
敵
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
（
41
）

な
い
。
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な
お
、
こ
の
と
き
の
帝
国
首
脳
間
の
論
点
は
、
わ
ず
か
半
月
後
の
七
月
一
三
日
に
一
〇
年
の
満
期
を
迎
え
る
日
英
同
盟
の
自
動

失
効
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
バ
ル
フ
ォ
ア
の
発
言
は
、
無
条
件
で
の
同
盟
更
新
を
支
持
し
た
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
彼
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
四
国
条
約
に
つ
な
が
る
、
日
米
英
の
三
国
協
定
案
の
発
案
者
―
―
少
な
く
と
も
帝
国
会
議
へ

の
最
初
の
提
案
者
―
―
で
あ
（
42
）

っ
た
。
連
盟
に
参
加
し
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
が
ど
こ
ま
で
可
能
か
わ
か
ら
ぬ

う
ち
に
、
貴
重
な
日
英
同
盟
を
捨
て
る
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
だ
と
、
バ
ル
フ
ォ
ア
は
カ
ナ
ダ
首
相
ら
に
説
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
引
用
し
た
バ
ル
フ
ォ
ア
の
発
言
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ど�

の�

よ�

う�

な�

状�

況�

で�

も�

、
イ
ギ
リ
ス
に

と
っ
て
日
本
が
「
信
頼
に
足
る
友
人
」
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
戦
直
後
の
時
期
に
イ
ギ
リ
ス
が
置
か
れ
て
い
た
状

況
で
は
、
日
本
を
そ
う
呼
ぶ
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
同
盟
へ
の
信
頼
感
は
、
国
際
政
治
の
状
況
に
強
制

さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
た
し
か
に
日
本
の
同
盟
評
価
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
比
較
し
て
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

で
あ
る
。
し
か
し
同
様
の
理
由
で
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
デ
ィ
レ
ン
マ
に
苦
し
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
反
対
圧
力
に
必

死
に
抵
抗
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四

ア
メ
リ
カ
の
役
割
―
―
た
だ
反
対
だ
け
で
な
く

（
1
）
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
転
機
―
―
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
与
の
回
復

日
英
同
盟
の
存
廃
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
作
り
出
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
な
ら
、
そ
こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
解
放
し

た
の
も
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
前
節
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
当
初
は
ロ
イ
ド＝

ジ
ョ
ー
ジ
内
閣
が
掲
げ
る
同
盟
更
新
方
針
（
た

だ
し
期
限
は
五
年
間
で
、
そ
の
間
に
英
米
了
解
の
達
成
を
期
待
し
た
）
を
め
ぐ
っ
て
始
ま
っ
た
一
九
二
一
年
夏
の
帝
国
会
議
の
論
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点
が
、
三
国
協
定
案
に
関
す
る
日
米
と
の
協
議
の
前�

に�

同
盟
の
自
動
失
効
を
認
め
る
か
否
か
に
変
化
し
た
の
も
、
ア
メ
リ
カ
外
交

の
新
た
な
動
き
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
詳
し
い
経
緯
は
既
発
表
の
筆
者
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
（
43
）

い
る
。
そ
の
要
点
だ
け
を
記

す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
帝
国
会
議
の
開
幕
に
お
そ
ら
く
合
わ
せ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
（Evans

C.H
ughes

）
国
務
長
官
は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
明
確
に
同
盟
へ
の
反
対
を
駐
米
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
伝
え
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
が
日
英
同
盟
の
代
替
案

と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
の
感
触
を
尋
ね
た
、
日
米
英
の
三
国
協
定
案
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
の
で
（
44
）

あ
る
。

こ
の
報
告
が
ロ
ン
ド
ン
に
届
い
た
後
、
帝
国
会
議
に
お
け
る
英
内
閣
の
方
針
は
以
下
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
同
盟
更

新
を
帝
国
会
議
で
政
策
決
定
し
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
（
お
よ
び
中
国
）
の
了
解
を
得
る
案
か
ら
、
三
国
協
定
案
に
関
す
る
日
米
英

（
お
よ
び
中
国
と
の
）
協
議
を
最
初
に
行
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
成
否
を
見
る
ま
で
は
日
英
同
盟
を
自
動
継
続
す
る
（
そ
の
よ

う
に
条
文
の
法
解
釈
を
変
え
る
）
案
に
、
首
相
と
外
相
は
帝
国
会
議
の
論
点
を
自
然
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た
の
で
（
45
）

あ
る
。
前
節
の
最

後
で
見
た
バ
ル
フ
ォ
ア
の
発
言
も
、
こ
う
し
た
論
点
変
化
が
起
き
た
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
英
内
閣
の
方
針
変
化
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
の
言
動
は
、
一
層
明
確
と
な
っ
た
同
盟
へ
の
反
対
で
は

な
く
、
三
国
協
定
案
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
日
英
同
盟
を
失
っ
て
も
、
東
ア
ジ
ア
で
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
利
益
と
領
土
を

守
れ
る
と
安
心
で
き
る
代
替
案
が
浮
上
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
代
替
案
は
日
米
英
を
含
む
三
国
協
定
で
あ
る
た

め
、
う
ま
く
い
け
ば
日
本
の
「
感
情
を
傷
つ
け
ず
に
」
イ
ギ
リ
ス
外
交
を
苦
し
め
た
同
盟
問
題
に
決
着
を
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
三
国
協
定
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
し
た
太
平
洋
問
題
（
と
く
に
日
米
間
の
対
立
点
で
あ
る
中
国
問
題
）
を
話
し
合
う

た
め
の
太
平
洋
会
議
を
開
催
す
る
方
針
を
帝
国
会
議
は
採
択
し
、
七
月
の
初
め
に
日
米
中
に
打
診
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
数
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日
後
に
は
、
海
軍
軍
縮
問
題
を
協
議
す
る
た
め
の
国
際
会
議
の
打
診
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
届
く
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ

の
ア
メ
リ
カ
提
案
を
大
歓
迎
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
太
平
洋
会
議
で
日
英
同
盟
を
め
ぐ
る
英
米
間
の
政
治
的
対
立
を
解
消
し
た
上

で
、
つ
づ
く
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
海
軍
会
議
に
臨
め
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
勝
ち
目
が
な
い
英
米
間
の
建
艦
競
争
に
も
終
止
符
を
打
て
る

と
踏
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
展
開
は
イ
ギ
リ
ス
が
期
待
し
た
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
か
っ
た
。
日
英
同
盟
問
題
に
先
に
決
着
を
つ
け
た

い
イ
ギ
リ
ス
と
、
太
平
洋
問
題
・
海
軍
問
題
の
両
方
を
自
国
主
催
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
扱
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
が
対
立
し
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
単
独
開
催
と
な
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
協
議
へ
の
見
通

し
は
そ
れ
ほ
ど
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
も
し
協
議
が
成
功
に
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
英
同

盟
の
最
期
を
意
味
す
る
と
わ
か
っ
た
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
は
大
西
洋
を
渡
っ
た
の
で
（
46
）

あ
る
。

よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
け
る
日
本
の
行
動
で
あ
っ
た
。
同
盟
廃
棄
に
抵
抗
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
海
軍
問
題
や
中
国
問
題
で
ア
メ
リ
カ
や
中
国
と
対
立
し
、
会
議
を
破
壊
し
か
ね
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
で
こ
そ
、
日
英
同
盟
に
は
「
保

険
」
と
し
て
の
価
値
が
出
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
招
請
で
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
与
が
回
復
し
始
め
て
も
、
そ

の
成
功
を
確
信
で
き
る
ま
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
同
盟
の
廃
棄
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
日
本
に
と
っ
て
の
転
機
―
―
勢
力
圏
外
交
秩
序
の
解
体

日
本
の
行
動
に
対
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
直
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
不
安
は
、
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
日
本
代
表
団
は
三
国
協
定
案
に

ま
っ
た
く
抵
抗
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
イ
ギ
リ
ス
と
の
直
接
交
渉
で
は
、
日
本
の
第
一
希
望
は
同
盟
の
継
続
だ
が
、
協
議
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の
結
果
「
ど
の
よ
う
な
協
定
が
日
英
同
盟
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
親
密
な

友
好
関
係
」
を
維
持
し
た
い
と
、
日
本
の
方
か
ら
伝
え
て
き
た
の
で
（
47
）

あ
る
。
さ
ら
に
、
国
際
情
勢
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
調
印

国
が
個
別
に
軍
事
同
盟
を
締
結
で
き
る
と
す
る
条
項
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
原
案
に
は
あ
（
48
）

っ
た
。
こ
の
事
実
上
の
「
日
英
同
盟
復
活
条

項
」
に
つ
い
て
も
、
日
本
全
権
の
一
人
で
あ
る
幣
原
喜
重
郎
駐
米
大
使
が
、
ア
メ
リ
カ
の
反
対
を
予�

想�

し�

て�

自
ら
削
除
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
有
名
で
（
49
）

あ
る
。

こ
う
し
た
諦
め
が
よ
す
ぎ
る
よ
う
に
映
る
日
本
の
行
動
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
た
る
英
米
の
連
携
に

対
す
る
諦
観
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
理
解
は
そ
う
で
は
な
い
。

大
帝
国
で
あ
る
が
ゆ
え
に
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
で
脆
弱
な
立
場
に
陥
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
同
盟
の
廃
棄
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
に

代
わ
る
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
与
を
求
め
た
。
一
九
二
一
年
六
月
の
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
の
三
国
協
定
へ
の
賛
同
か
ら
、
同
年
一
一

月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
至
る
国
際
政
治
の
展
開
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
徐
々
に
自
ら
が
同
盟
廃
棄
の
代
償
と
し
て
求
め
る
も
の

を
受
け
と
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
が
同
盟
廃
棄
の
代
償
を
受
け
と
っ
た
の
は
、
も
っ
と
早
い
。

日
本
に
と
っ
て
の
同
盟
廃
棄
の
代
償
も
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
与
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
念
も
、
連
盟
と
共

通
し
て
い
る
。
し
か
し
直
接
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
連
盟
加
盟
の
是
非
と
関
係
な
く
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
は
、
直
接
の
帝
国
防
衛
に
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
与
も
日
英
同
盟
も
不
可
欠
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
理
念
か
ら
言
っ
て
、
日
本
は
そ
の
よ
う
な
協
力
は
望
め
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
言
え

ば
、
す
で
に
軍
事
同
盟
と
し
て
は
空
洞
化
し
て
い
た
こ
と
と
、
日
本
に
有
利
な
勢
力
分
布
の
変
化
に
よ
っ
て
、
同
盟
に
頼
る
必
要

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
戦
終
結
時
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
に
日
本
が
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
大
戦
中
の
拡
張
政
策
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が
あ
だ
と
な
っ
て
、
日
米
関
係
は
悪
化
し
て
い
た
。
い
く
ら
大
戦
を
経
て
国
力
を
伸
張
さ
せ
た
と
は
い
え
、
摩
擦
の
も
っ
と
少
な

い
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
関
係
を
日
本
外
交
は
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
持
つ
中
国
に
対
す
る
影
響
力

や
、
日
本
に
と
っ
て
の
経
済
上
の
重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
判
断
で
あ
っ
た
ろ
う
。

第
二
に
、
中
国
と
の
関
係
を
見
て
も
、
対
華
二
十
一
カ
条
要
求
も
西
原
借
款
も
「
日
支
親
善
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
逆
の
効
果
を

発
揮
し
た
。
た
し
か
に
、
南
満
洲
権
益
の
租
借
期
限
の
延
長
と
満
蒙
に
お
け
る
一
般
的
な
投
資
優
先
権
の
獲
得
と
い
う
成
果
は

あ
っ
た
。
し
か
し
集
め
た
国
際
的
な
非
難
と
日
中
関
係
の
悪
化
を
考
え
れ
ば
、
費
用
対
効
果
が
悪
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
二

十
一
カ
条
要
求
へ
の
反
省
と
陸
軍
主
導
の
大
陸
政
策
へ
の
対
抗
を
理
由
に
武
断
的
な
対
中
政
策
の
軌
道
修
正
を
試
み
て
い
た
外
務

省
と
、
大
戦
終
結
前
後
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
直
前
に
か
け
て
首
相
を
務
め
た
原
敬
の
評
価
は
、
ま
さ
に
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
戦
後
の
日
本
は
、
自
国
に
有
利
な
勢
力
分
布
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
勢
力
の
扶
植

策
を
基
本
的
に
放
棄
し
た
。
そ
れ
に
代
え
て
、
ア
メ
リ
カ
が
掲
げ
る
勢
力
均
衡
の
克
服
と
両
立
す
る
形
で
、
新
た
な
対
中
発
展
策

を
摸
索
す
る
。
こ
の
点
で
言
え
ば
、
大
戦
中
の
強
引
な
拡
張
策
の
延
長
線
上
に
、
戦
後
日
本
の
対
外
行
動
を
予
想
し
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
外
交
の
「
瓶
の
フ
タ
」
論
は
、
同
盟
国
に
対
す
る
不
正
確
な
理
解
を
前
提
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
対
米
協
調
を
主
と
す
る
日
本
外
交
の
新
方
針
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
と
衝
突
す
る
コ
ー
ス
を
選
ん
で
い
た
。
そ
れ

は
、
大
戦
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
提
唱
し
て
い
た
中
国
に
お
け
る
勢
力
範
囲
の
撤
廃
に
賛
同
し
、
他
の
大
国
と
の
間
で
排
他
的
な
特

殊
利
益
を
相
互
尊
重
す
る
外
交
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
日
本
が
従
来
勢
力
範
囲
と
し
て
き
た
南
満
洲
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
豊
か
さ
を
持
つ
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
範
囲
の
開
放
が
実
現
し
、
日
本
の
投
資
や
企
業
活
動
の
余
地
は

大
い
に
広
が
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
こ
う
し
た
動
き
を
米
中
も
歓
迎
し
、
両
国
と
の
関
係
も
改
善
す
る
と
期
待
で
き
た
。
も
ち
ろ

ん
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
日
英
同
盟
を
進
ん
で
廃
棄
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
新
理
念
に
適
合
し
た
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形
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
な
利
益
に
日
本
は
挑
戦
す
る
腹
づ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
た
な
外
交
方
針
を
実
施
に
移
す
契
機
は
、
日
英
同
盟
の
存
廃
問
題
が
顕
在
化
す
る
一
九
二
一
年
よ
り
も
早
く
訪
れ

た
。
一
九
一
八
年
夏
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
率
い
る
米
民
主
党
政
権
が
英
仏
日
に
提
起
し
、
一
九
二
〇
年
五
月
ま
で
続
い
た
対
華
新
四
国

借
款
団
交
渉
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
の
経
緯
と
意
義
も
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
論
考
と
し
て
発
表
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
繰
り
返

さ
（
50
）

な
い
。
こ
の
交
渉
で
日
本
は
満
蒙
を
含
め
て
、
勢
力
範
囲
の
基
盤
と
な
る
一
般
的
な
投
資
優
先
権
の
放
棄
に
同
意
す
る
。
同
時

に
、
英
仏
も
投
資
優
先
権
の
放
棄
に
同
意
し
た
。
提
唱
者
の
ア
メ
リ
カ
は
も
と
か
ら
こ
の
種
の
権
利
を
持
た
ず
、
こ
う
し
て
中
国

を
め
ぐ
る
勢
力
圏
外
交
の
基
本
ル
ー
ル
（
制
度
）
が
解
体
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
直
前
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
崩
壊
と
ド
イ
ツ
の
敗
北

が
、
こ
の
成
果
を
容
易
に
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
で
も
、
南
満
洲
の
租
借
地
や
満
鉄
な
ど
、
有
形
の
特
殊
権
益
は
日
本
の
手
に
残
さ
れ
た
。
欧
州
大
国
に
と
っ
て
も
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
勢
力
圏
外
交
の
遺
産
で
あ
る
こ
れ
ら
権
益
を
守
る
の
は
、（
自
国
の
軍
事
力
を
別
と
す
れ
ば
）
今
後
は
同
盟
政

治
で
は
な
く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
当
事
者
の
中
国
も
調
印
し
た
新
し
い
多
国
間
協
定
（
九
国
条
約
な
ど
）
と
、
連
盟
下
の
国
際

法
で
あ
る
と
日
本
の
外
交
当
局
者
は
考
え
て
（
51
）

い
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
は
、
防
衛
上
だ
け
で
な
く
、
対
米
・
対
中
政
策
で
も
、
さ
ら
に
経
済
的
な
関
心
か
ら
言
っ
て
も
、
勢
力
均
衡

を
旨
と
す
る
同
盟
政
治
か
ら
の
脱
却
を
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
先
駆
け
て
実
現
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
ず
か
一
一
年
後
に
は
満

洲
事
変
が
勃
発
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
戦
直
後
の
新
方
針
へ
の
転
換
が
ど
こ
ま
で
賢
明
な
判
断
で
あ
っ
た
の
か
は
、
別
の
問
題

で
（
52
）

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
日
本
代
表
団
が
同
盟
の
廃
棄
を
受
け
入
れ
た
理
由
が
、
英
米
の

優
勢
に
対
す
る
大
勢
順
応
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
優
位
の
国
際
秩
序
を
改
め
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
に
呼
応
す
る
新
方
針
で

あ
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
日
英
同
盟
の
終
焉
は
、
第
一
次
大
戦
が
作
り
出
し
た
①
勢
力
分
布
の
変
化
―
―
と
く
に
日
英
共
通
の

脅
威
の
消
滅
と
、
②
勢
力
均
衡
か
ら
集
団
安
全
保
障
へ
の
規
範
の
変
化
の
両
方
か
ら
、
強
い
影
響
を
受
け
た
。
し
か
し
、
本
稿
の

議
論
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
変
化
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
国
際
連
盟
の
集
団
安
全
保
障
と
共
存
す
る
形
で
、
日
英
同

盟
が
存
続
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
日
英
同
盟
の
終
焉
を
決
定
的
に
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
変
化
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
い

う
個
別
の
国
家
の
行
動
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
日
英
が
望
ん
だ
同
盟
継
続
に
反
対
し
た
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
い
。
た
し

か
に
ア
メ
リ
カ
の
反
対
は
、
大
戦
後
も
継
続
が
当
然
視
さ
れ
て
い
た
日
英
同
盟
の
廃
棄
問
題
を
「
作
り
出
し
た
」
と
い
う
意
味
で

重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
同
盟
が
廃
棄
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
検
証
を
通
じ
て

明
ら
か
で
あ
る
。
連
盟
に
加
わ
ら
ず
と
も
、
同
盟
と
は
異
な
る
安
全
保
障
協
力
の
枠
組
を
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
実
現
し
よ
う
と
努

力
し
た
こ
と
で
、
自
ら
の
外
交
理
念
に
も
利
益
に
も
反
す
る
と
判
断
し
た
日
英
同
盟
の
終
焉
を
、
ア
メ
リ
カ
は
よ
う
や
く
実
現
し

た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
日
英
同
盟
の
廃
棄
過
程
で
ア
メ
リ
カ
が
果
た
し
た
役
割
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
新
国
際
秩
序
構
想
に
呼
応

し
た
日
本
外
交
の
勢
力
圏
外
交
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
だ
け
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
与
の
回
復
に
よ

る
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
解
消
だ�

け�

で
、
日
英
同
盟
は
廃
棄
さ
れ
た
よ
う
に
映
る
。
だ
が
実
際
に
は
、
日
本
の
同
盟
廃
棄
へ

の
抵
抗
は
、
勢
力
分
布
の
変
化
と
規
範
の
変
化
に
加
え
て
、
米
民
主
党
政
権
の
主
導
に
よ
る
中
国
を
め
ぐ
る
勢
力
圏
外
交
秩
序
の
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解
体
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
に
は
取
り
除
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
同
盟
へ
の
反
対
と
、
大
規
模
な
軍
縮
会
議
を
通
じ
た
国
際
関
与
の
回
復
、
そ
し
て
勢
力
圏
外
交
秩
序
の
解
体
と
い
う
、

ア
メ
リ
カ
が
果
た
し
た
三
つ
の
役
割
を
見
れ
ば
、
日
英
同
盟
の
終
焉
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
九
世
紀
型
の
大
国
間
政
治
の
終
焉

を
象
徴
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
現
実
と
は
反
対
に
同
盟
が
継
続
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
旧
来
型
の
大
国

間
政
治
の
継
続
と
言
え
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

ま
ず
、
日
英
同
盟
は
軍
事
同
盟
と
し
て
は
相
当
に
空
洞
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
大
国
間
同
盟
も
―
―
公
式
・
非
公

式
を
問
わ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
東
ア
ジ
ア
で
も
―
―
同
時
期
に
軒
並
み
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
弱
体
化
し
孤
立
し

た
同
盟
に
、
大
戦
で
大
き
く
傷
つ
い
た
旧
来
の
勢
力
圏
外
交
秩
序
を
再
生
産
す
る
力
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、

日
本
は
同
盟
の
存
廃
を
見
る
前
に
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
勢
力
圏
外
交
秩
序
の
解
体
に
呼
応
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
う
し
た
同
盟
の
存
廃
に
、
世
界
最
大
の
帝
国
が
最
後
ま
で
苦
し
ん
だ
事
実
も
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
も

ち
ろ
ん
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
絶
対
的
な
弱
さ
の
表
れ
で
は
な
か
っ
た
。
大
帝
国
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
旧
秩
序
の
喪
失
に

苦
し
み
、
新
し
い
時
代
の
不
確
実
性
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
大
戦
前
か
ら
続
く
「
最
後
の
同
盟
」
に
も
う
一
度
頼
ろ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
も
し
日
英
同
盟
の
更
新
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
旧
秩
序
の
再
生
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、

も
っ
と
言
え
ば
、
戦
間
期
の
国
際
秩
序
の
破
綻
を
回
避
す
る
力
と
な
っ
た
か
も
不
透
明
で
あ
る
。
最
も
楽
観
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
記

せ
ば
、
連
盟
規
約
と
の
整
合
性
を
明
記
し
た
最
初
の
大
国
間
同
盟
と
な
り
、
実
際
に
は
第
二
次
大
戦
後
に
一
般
化
す
る
、
集
団
安

全
保
障
と
集
団
防
衛
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
国
際
安
全
保
障
の
有
効
性
を
、
前
倒
し
し
て
示
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
、
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
後
に
不
安
定
と
な
っ
た
中
国
情
勢
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
日
英
だ
け
で
も
勢
力
圏
外
交
に
回
帰
す
る
基

国際関係史から見た日英同盟の終焉

165



盤
と
な
っ
た
だ
ろ
（
53
）

う
か
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
最
大
の
パ
ワ
ー
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
大
戦
以
降
と
は
違
い
、
集
団
安
全
保
障
に
も
集
団
防
衛
に

も
加
わ
ら
な
い
。
大
恐
慌
の
教
訓
を
知
ら
な
い
国
際
経
済
も
不
安
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
主
要
国
の
う
ち
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

日
本
が
民
主
化
途
上
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
が
自
由
民
主
政
の
定
着
に
失
敗
し
た
。
と
く
に
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
と
日
本
の
政
党
政

治
の
崩
壊
は
、
第
二
次
大
戦
の
始
点
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
の
う
ち
、
満
洲
事
変
に
起
因
す
る
日
本
の
政
党
政
治
の
崩
壊

は
、
日
英
同
盟
が
継
続
し
て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
防
げ
た
か
、
先
延
ば
し
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
こ
こ
で
問
う
べ
き
は
個
別
の
「
歴
史
の
ｉ
ｆ
」
で
は
な
い
。
本
稿
の
議
論
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
限

定
し
た
と
し
て
も
、
戦
間
期
の
国
際
政
治
や
国
際
秩
序
が
抱
え
た
多
数
の
問
題
を
、
日
英
同
盟
の
廃
棄
や
、
そ
れ
を
実
現
し
た
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
の
み
に
還
元
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
日
英
同
盟
の
終
焉
過
程
の
検
討
が
重
要
で
あ

る
の
は
、
大
戦
を
契
機
に
国
際
政
治
の
複
数
の
条
件
が
同
時
に
変
化
し
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
日
米
英
と
い
う
主
要
な
大
国
に
ど
の

よ
う
な
圧
力
と
し
て
作
用
し
、
そ
の
対
外
政
策
を
ど
う
変
え
た
上
で
、
今
度
は
国
際
政
治
に
い
か
に
再
帰
し
た
か
を
確
認
で
き
る

点
に
あ
る
。

同
時
に
こ
う
し
た
検
討
は
、
戦
間
期
の
前
半
と
後
半
、
第
二
次
大
戦
期
、
さ
ら
に
冷
戦
期
お
よ
び
そ
の
後
と
、
各
時
代
の
同
盟

政
治
が
共
通
点
を
持
ち
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
点
で
不
可
逆
な
変
化
を
経
験
し
て
現
代
に
い
た
る
の
か
を
、
判
断
す
る
た
め
の
材

料
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
第
一
次
大
戦
に
始
ま
る
現
代
国
際
関
係
史
の
中
の
同
盟
の
役
割
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
日
英

同
盟
の
終
焉
を
検
討
す
る
だ
け
で
は
不
足
で
あ
る
。
し
か
し
、「
長
い
一
九
世
紀
」
の
最
後
の
大
国
間
同
盟
で
あ
る
日
英
同
盟
が
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
い
か
に
し
て
終
わ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
同
盟
理
解
に
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
中
谷
直
司
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
第
六
章
（
初
出
は
、
中
谷
直
司
「
同
盟
は
な

ぜ
失
わ
れ
た
の
か
」『
国
際
政
治
』
一
八
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）。
日
英
同
盟
の
廃
棄
を
め
ぐ
る
主
要
な
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
も
、
同
章

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
第
一
―
三
回
の
日
英
同
盟
協
約
は
、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
』
上
、
原
書
房
、
一
九
六
五
年
所
収
の
も
の
を
参
照
。

（
3
）
こ
う
し
た
視
点
は
、
と
く
に
ス
ナ
イ
ダ
ー
（G

lenn
H
.Snyder

）
が
定
式
化
し
た
同
盟
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
考
え
方
に
基
づ
く
。G

lenn

H
.Snyder,“The

Security
D
ilem

m
a
in

A
lliance

Politics,”
W
orld

Politics
36,no.4

（July
1984

）,pp.461

―495.

第
一
回
日
英
同

盟
の
締
結
時
も
、
両
国
（
と
く
に
日
本
世
論
）
は
、
相
手
が
関
与
す
る
紛
争
へ
の
巻
き
込
ま
れ
を
恐
れ
て
い
た
（
だ
か
ら
こ
そ
、
弱
い
同

盟
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
も
言
え
る
）。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
片
山
慶
隆
『
日
露
戦
争
と
新
聞
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇

九
年
が
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（
4
）
そ
れ
以
前
は
、
複
数
の
国
際
政
治
が
並
存
し
て
い
た
と
言
え
そ
う
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
国
際
政
治
は
、
国
際
政
治
学
で
は
あ
ま

り
検
討
対
象
に
な
ら
な
い
。
近
年
の
国
際
政
治
学
で
は
、
こ
う
し
た
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
も
っ
ぱ
ら
注
目
す
る
傾
向
に
変
化
が
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
同
盟
政
治
を
は
じ
め
、
国
際
政
治
の
基
本
的
な
理
解
を
変
え
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
ま
だ
無
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
う

し
た
新
し
い
研
究
潮
流
の
意
義
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
大
賀
哲
「
書
評：
ア
ミ
ダ
ヴ
・
ア
チ
ャ
ー
リ
ア
／
バ
リ
ー
・
ブ
サ
ン
編
著
『
非
西

洋
の
国
際
関
係
理
論
』
ロ
ビ
ー
・
シ
リ
ア
ム
編
著
『
国
際
関
係
と
非
西
洋
の
思
惟
』」『
政
治
研
究
』
六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
も
参
照
。
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（
5
）
Ｅ
・
Ｊ
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
（
野
口
建
彦
、
野
口
照
子
訳
）『
帝
国
の
時
代
』
1
・
2
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
・
九
八
年
。

（
6
）
日
英
同
盟
の
衰
退
を
政
治
・
経
済
的
な
条
件
か
ら
論
じ
た
代
表
的
な
著
作
と
し
て
、Ian

H
.
N
ish,

Alliance
in
D
ecline

（London:

The
A
thlon

Press
and

U
niversity

of
London,

1972

）。
あ
わ
せ
て
、
久
保
田
裕
次
『
対
中
借
款
の
政
治
経
済
史
』
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
六
年
と
塚
本
英
樹
『
日
本
外
交
と
対
中
国
借
款
問
題
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
一
年
は
、
日
英
同
盟
期
の
日
本
の
対
中

借
款
政
策
を
論
じ
た
最
新
の
成
果
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
と
の
競
合
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
る
。

（
7
）
こ
う
し
た
議
論
は
、
実
務
家
・
研
究
者
を
問
わ
ず
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
元
外
交
官
に
よ
る
印
象
的
な
論
評
と
し
て
、
岡
崎

久
彦
『
幣
原
喜
重
郎
と
そ
の
時
代
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
八
章
を
挙
げ
て
お
く
（
本
稿
で
参
照
し
た
の
は
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ

版
）。
戦
前
期
日
本
の
同
盟
形
成
の
パ
タ
ー
ン
を
国
際
政
治
理
論
の
枠
組
か
ら
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
土
山
實
男
『
安
全
保
障
の
国
際

政
治
学
第
二
版
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
、
第
九
・
一
〇
章
と
川
﨑
剛
『
社
会
科
学
と
し
て
の
日
本
外
交
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
五
年
、
第
五
章
も
参
照
。

（
8
）
小
林
道
彦
『
日
本
の
大
陸
政
策
一
八
九
五
―
一
九
一
四
』
南
窓
社
、
一
九
九
六
年
、
一
四
一
―
一
五
五
、
二
六
六
―
二
七
四
頁
お
よ
び

黒
野
耐
『
大
日
本
帝
国
の
生
存
戦
略
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
四
年
、
と
く
に
第
四
章
以
降
。
た
だ
し
、
第
二
回
日
英
同
盟
協
約

の
交
渉
時
か
ら
イ
ギ
リ
ス
側
は
対
米
適
用
除
外
を
明
言
し
て
お
り
、
い
き
な
り
の
態
度
変
化
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
黒
野
『
大
日
本
帝

国
の
生
存
戦
略
』
第
四
章
第
二
節
「
英
国
の
国
防
と
対
米
不
戦
」。

（
9
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
』
上
、
四
九
五
―
四
九
八
頁
（
名
詞
を
除
く
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
漢
字
を
新
字

体
に
直
し
た
り
開
い
た
り
し
た
上
で
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
、
読
点
を
補
っ
た
。
以
下
同
じ
）。

（
10
）
日
英
同
盟
協
約
に
よ
る
自
動
参
戦
義
務
が
生
じ
る
の
は
、
挑
発
に
よ
ら
ず
日
英
の
ど
ち
ら
か
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
敵
国
は
す
で
に
連
盟
規
約
を
破
っ
て
い
る
か
、
連
盟
の
仲
裁
や
制
裁
の
い
ず
れ
も
が
事
態
の
収
拾
に
失
敗
し
た
状
態
で
あ
ろ
う
。
あ

わ
せ
て
注
（
42
）
の
後
半
の
記
述
も
参
照
。

（
11
）
同
時
に
、
一
九
二
一
年
夏
の
帝
国
会
議
で
の
イ
ン
ド
代
表
の
発
言
を
踏
ま
え
る
と
、
イ
ン
ド
は
対
象
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
中
国
に
関
す
る
両
国
の
「
特
殊
利
益
の
防
護
」
も
、
同
盟
の
目
的
か
ら
削
除
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
）Stephen

W
alt,

“W
hy

A
lliances

Endure
or

Collapse,”
Survival

39,
no.

1

（M
arch

1997

）:
157.

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ウ
ォ
ル
ト

（
今
井
宏
平
、
溝
渕
正
季
訳
）『
同
盟
の
起
源
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
、
第
一
章
も
参
照
。
公
式
と
は
条
約
化
さ
れ
て
い
る
、

非
公
式
と
は
条
約
化
さ
れ
て
い
な
い
（
単
一
の
同
盟
協
約
を
持
た
な
い
）
ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ
る
。
前
者
の
代
表
例
は
日
英
同
盟
や
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
で
あ
り
、
後
者
の
代
表
例
で
あ
れ
ば
第
二
次
大
戦
か
ら
現
在
に
続
く
米
英
同
盟
や
第
二
次
大
戦
中
の
米

英
・
ソ
同
盟
、
現
在
の
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
同
盟
で
あ
る
。

（
13
）D

ouglas
M
.G

ibler.International
M
ilitary

Alliances,
1648

―2008
SA

G
E
Publications

（K
indle

ver.

）,pp.
242

―244,
248

―249

（cited
hereafteras

G
ibler,IM

A

）.

（
14
）G

ibler,IM
A,

pp.
249

―251.

残
り
の
二
つ
は
、
連
盟
発
足
に
合
わ
せ
て
成
立
し
た
一
九
二
〇
年
の
ベ
ル
ギ
ー
と
の
安
全
保
障
協
定
と
、

同
じ
く
連
盟
を
前
提
に
、
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
へ
の
対
抗
を
目
的
に
結
ば
れ
た
一
九
二
一
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
政
治
協
定
。

（
15
）G

ibler,IM
A,pp.234,250.

（
16
）Ibid.,p.233.

（
17
）
も
っ
と
も
連
盟
下
で
大
国
間
同
盟
が
実
現
し
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
連
盟
不
参
加
と
、
そ
れ
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
へ
の
関
与
の
度
合
い
を
後
退
さ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
の
選
択
も
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
を
活
写
し
た
研
究
と
し
て
、
大
久
保
明
『
大
陸

関
与
と
離
脱
の
狭
間
で
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
連
盟
不
参
加
で
英
仏
間
の
対
独
保
障
条

約
の
発
効
が
困
難
と
な
っ
た
後
も
、
英
仏
間
の
同
盟
交
渉
は
少
な
く
と
も
二
度
行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
を
結
ば
な
か
っ
た
（
第
四

章
、
第
五
章
）。
対
独
保
障
条
約
に
つ
い
て
は
、
注
（
25
）
を
参
照
。

（
18
）
英
仏
協
商
（
友
好
的
な
相
互
了
解
）
に
つ
い
て
は
、
植
民
地
の
分
割
や
勢
力
範
囲
を
確
認
し
た
帝
国
主
義
的
な
取
り
決
め
を
除
け
ば
、

お
そ
ら
く
現
在
も
「
有
効
」
で
は
あ
る
。
な
お
、
英
仏
協
商
が
複
数
の
協
定
か
ら
な
っ
て
い
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
安
全
保
障
の
規
定
を

明
示
的
に
持
た
な
か
っ
た
た
め
か
、G

ibler,IM
A

は
収
録
し
て
い
な
い
（
一
九
〇
七
年
の
英
露
協
商
や
、
独
立
し
た
協
定
を
持
た
な
い
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英
仏
露
の
「
三
国
協
商
」
も
未
収
録
）。
勢
力
範
囲
の
相
互
承
認
が
主
た
る
内
容
だ
っ
た
第
三
次
ま
で
の
日
露
協
約
も
、
未
収
録
で
あ
る
。

（
19
）G

ibler,IM
A,p.233.

（
20
）Ibid.,p.263.

（
21
）G

ibler,IM
A

は
、
広
い
意
味
で
の
安
全
保
障
協
力
の
条
約
集
と
し
て
す
こ
ぶ
る
便
利
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
不
可
侵
条
約
や
仲
裁
条

約
、
中
立
条
約
な
ど
、
か
な
り
広
い
定
義
で
「
同
盟
」
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
も
タ
イ
プ
Ⅱ
の
中
の
不
可
侵
条
約
ま
で
は

対
象
を
広
げ
て
、
も
う
少
し
戦
間
期
の
同
盟
形
成
の
パ
タ
ー
ン
を
素
描
し
て
み
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
特
定
の
国
・
勢
力
へ
の
対
抗
や
牽
制

が
背
景
に
あ
る
場
合
に
は
、
不
可
侵
条
約
は
相
当
に
「
き
な
臭
い
」
協
定
で
、
国
際
政
治
の
不
安
定
さ
を
推
測
す
る
の
に
便
利
だ
か
ら
で

あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、G

ibler,IM
A

を
戦
間
期
に
絞
っ
て
確
認
す
る
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
（
四
国
条
約
。
た
だ
し
タ
イ
プ
Ⅲ
で
あ
る
）

や
ロ
カ
ル
ノ
条
約
な
ど
の
多
国
間
条
約
以
外
で
は
、
大
国
間
の
そ
れ
は
一
九
三
二
年
の
仏
ソ
不
可
侵
条
約
が
最
初
で
、
つ
い
で
一
九
三
五

年
の
ソ
連
・
イ
タ
リ
ア
の
不
可
侵
条
約
が
続
く
（
な
お
、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
に
も
相
互
不
可
侵
の
条
項
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
特
定
の
勢
力

へ
の
対
抗
を
目
的
と
し
な
か
っ
た
―
―
も
し
く
は
潜
在
的
な
脅
威
を
調
印
国
に
含
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
「
き
な
臭
い
」
条
約
で
は

な
い
）。
本
稿
本
文
で
連
盟
下
の
代
表
的
な
同
盟
と
し
て
紹
介
し
た
、
一
九
二
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
中
心
の
相
互
援
助
条
約
と
同
様
の
大
国

間
協
定
と
な
る
と
、
そ
の
最
初
の
例
は
、
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
へ
の
対
抗
を
目
的
に
調
印
さ
れ
た
、
一
九
三
五
年
の
仏
ソ
相
互
援
助
条
約
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
破
棄
を
宣
言
し
、
同
条
約
と
そ
の
前
提
で
あ
る
一
九
一
九
年
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約

（
連
盟
規
約
を
含
む
対
独
講
和
条
約
）
が
非
武
装
地
帯
と
す
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
に
進
駐
し
た
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
連
盟
の
権
威
の
失
墜
に
あ
わ
せ
る
形
で
、
同
盟
の
「
冬
の
時
代
」
は
終
わ
り
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

連
盟
が
各
国
の
同
盟
を
不
要
に
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
大
戦
の
勝
敗
が
作
り
出
し
た
、
国
際
政
治
の
安
定
に
よ
る
脅
威
の
不
在
も
大

き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
大
国
間
の
明
示
的
な
軍
事
同
盟
の
締
結
は
、
一
九
三
九
年
五
月
の
独
伊
同
盟
（
鉄
鋼
条
約
）
が
最
初
で
あ
る
（
日
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独
伊
の
三
国
同
盟
は
翌
年
九
月
）。G

ibler,IM
A

が
リ
ス
ト
に
含
ま
な
い
「
非
公
式
の
同
盟
」（＝

単
体
の
条
約
を
持
た
な
い
軍
事
同
盟
。

代
表
例
は
第
二
次
大
戦
中
か
ら
い
ま
に
続
く
米
英
同
盟
）
で
あ
れ
ば
、
三
国
同
盟
よ
り
も
一
年
だ
け
早
く
、
一
九
三
九
年
九
月
の
第
二
次

大
戦
の
勃
発
で
、
英
仏
が
再
び
同
盟
関
係
に
な
っ
た
（
も
う
少
し
早
く
て
も
、
一
九
三
八
年
九
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
合
意
が
破
綻
し
た
後
で

あ
ろ
う
）。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
国
際
政
治
の
不
安
定
さ
が
増
し
、
主
要
大
国
に
と
っ
て
の
脅
威
が
増
加
す
る
中
で
も
、
同
盟
の
組
み

合
わ
せ
の
自
由
度
は
回
復
し
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
同
盟
形
成
の
軸
（
裏
返
し
て

言
え
ば
、
戦
争
を
意
識
す
る
よ
う
な
政
治
対
立
の
軸
）
が
、
政
治
体
制
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
か
な
り
の
程
度
規
定
さ
れ
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。

同
盟
の
「
冬
の
時
代
」
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ど
の
よ
う
に
国
際
秩
序
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
に
関
し
て
は
、

藤
山
一
樹
『
イ
ギ
リ
ス
の
対
独
「
宥
和
」
一
九
二
四
―
一
九
三
〇
年
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
が
最
新
の
優
れ
た
成
果
。

（
22
）
一
九
〇
四
年
に
成
立
し
た
英
仏
協
定
は
、
一
つ
の
協
定
と
二
つ
の
共
同
宣
言
か
ら
な
っ
た
。
こ
の
た
め
か
、
先
述
の
通
りG

ibler,

IM
A

に
記
載
が
な
い
。
そ
の
成
立
過
程
と
意
義
に
関
す
る
最
新
の
研
究
は
、
谷
一
巳
『
帝
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
い
だ
で
』
勁
草
書
房
、

二
〇
二
一
年
、
第
三
章
。

（
23
）
も
う
少
し
早
く
、
一
九
〇
六
年
の
英
仏
間
の
軍
事
協
議
の
開
始
や
、
あ
る
い
は
一
九
一
二
年
の
英
仏
の
海
軍
協
定
で
事
実
上
の
同
盟
関

係
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。M

urielE.Cham
berlain,‘Pax

Britannica’?

（London:Longm
an,1988

）,pp.172

―173.

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
後
者
の
協
定
は
、
第
一
次
大
戦
の
休
戦
協
定
で
終
了
し
て
い
る
。G

ibler,IM
A,p.226.

軍
事
協
議
開
始
の
経

緯
、
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
次
大
戦
へ
の
参
戦
で
海
軍
協
定
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
谷
『
帝
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
い
だ

で
』
第
五
章
と
終
章
、
と
く
に
三
〇
一
―
三
〇
九
、
三
二
五
―
三
二
六
頁
。

（
24
）
大
久
保
『
大
陸
関
与
と
離
脱
の
狭
間
で
』
第
三
章
以
下
。

（
25
）
米
仏
・
英
仏
間
の
独
保
障
条
約
は
「
挑
発
に
よ
ら
な
い
」
ド
イ
ツ
の
対
仏
侵
略
に
備
え
る
協
定
で
、
調
印
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
内
容
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は
、
大
久
保
『
大
陸
関
与
と
離
脱
の
狭
間
で
』
第
二
章
、
と
く
に
一
三
四
―
一
五
七
頁
が
詳
し
い
。
英
仏
間
の
保
障
条
約
の
発
効
は
、
同

内
容
の
米
仏
間
の
保
障
条
約
の
批
准
を
条
件
と
し
て
い
た
。「
イ
ギ
リ
ス
が
単
独
で
フ
ラ
ン
ス
を
保
障
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
」
た
め

で
あ
る
。
そ
し
て
、
米
仏
間
の
保
障
条
約
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
と
同
じ
く
米
上
院
の
批
准
承
認
を
得
ら
れ
ず
、
英
仏
保
障
条
約
も
未
発

効
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
右
、
一
五
七
、
一
九
八
―
二
〇
二
頁
。
本
稿
の
議
論
も
踏
ま
え
て
さ
ら
に
考
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際

関
与
の
不
足
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
新
同
盟
か
ら
の
離
脱
を
促
し
、
そ
れ
に
対
し
て
東
ア
ジ
ア
で
は
既
存
の
同
盟
の
再
評
価

を
強
い
た
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
26
）
よ
り
詳
し
い
直
接
引
用
は
、
中
谷
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
』
四
〇
七
頁
の
注
（
22
）。

（
27
）
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
側
の
日
英
同
盟
存
廃
に
関
す
る
記
録
を
見
る
限
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
仏
同
盟
は
、
可
能
性
と
し
て
も
検

討
さ
れ
た
様
子
は
な
い
。
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
英
仏
同
盟
は
、
考
慮
は
さ
れ
た
も
の
の
、
危
険
な
同
盟
と
し
て
積
極
的
に
追

求
さ
れ
な
か
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
『
大
陸
関
与
と
離
脱
の
狭
間
で
』
第
四
章
。
な
お
、
後
者
を
避
け
る
た
め
に
、
前
者
も

考
慮
外
と
す
る
よ
う
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
28
）
イ
ギ
リ
ス
の
極
東
政
策
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
軍
基
地
の
位
置
づ
け
と
、
そ
の
現
状
に
つ
い
て
は
山
本
文
史
『
日
英
開
戦
へ
の

道
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
が
詳
し
い
。
同
書
三
三
頁
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
一
年
で
も
基
地
は
「
単
な
る
工
事
現
場
で
あ
っ
た
」。

（
29
）
英
政
府
内
の
軍
事
政
策
の
策
定
に
責
任
を
負
い
、
主
要
閣
僚
を
中
核
メ
ン
バ
ー
と
す
る
帝
国
防
衛
委
員
会
で
の
発
言
。M

inutes
ofthe

134th
M
eeting,D

ecem
ber14,1920,Com

m
ittee

ofIm
perialD

efence,CA
B
2/3,CabinetPapers.

（
30
）
第
三
回
の
日
英
同
盟
協
約
は
、
日
本
の
希
望
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
名
指
し
す
る
の
で
は
な
く
、「
締
約
国
の
一
方
と
総
括
的
仲
裁
裁

判
条
約
を
締
結
し
た
国
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
締
約
国
は
交
戦
義
務
を
負
わ
な
い
と
の
第
四
条
で
、
対
米
適
用
除
外
を
実
現
し
よ
う
と
し

た
。
当
時
の
英
米
間
で
は
こ
の
条
約
が
成
立
し
そ
う
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
日
本
の
対
面
を
保
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
、

千
葉
功
『
旧
外
交
の
形
成
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
二
一
九
―
二
二
五
頁
（
第
三
回
日
英
同
盟
協
約
の
成
立
に
つ
い
て
）
と
四
三
四

頁
（
総
括
的
仲
裁
裁
判
条
約
に
つ
い
て
）。
も
っ
と
も
、
条
約
の
調
印
は
無
事
に
済
ん
だ
も
の
の
、
米
上
院
が
批
准
承
認
を
否
決
し
発
効
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し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
九
一
四
年
に
英
米
間
で
も
っ
と
限
定
的
な
調
停
条
約
が
成
立
し
た
。
そ
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、「
こ
の
条

約
は
実
質
的
に
は
総
括
的
仲
裁
裁
判
条
約
と
同
等
の
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
の
自
国
の
理
解
を
日
本
側
に
伝
え

た
（
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
が
対
米
戦
で
の
適
用
除
外
を
当
然
視
し
て
い
た
こ
と
も
本
文
で
見
た
）。
以
上
の
経
緯
は
、
一
九
二

一
年
の
帝
国
会
議
で
カ
ー
ゾ
ン
が
参
加
者
に
説
明
し
た
内
容
。Im

perialM
eetings,vol.1,E

―8,CabinetPapers,the
N
ationalA

r-

chives
ofthe

U
K
.

し
か
し
こ
う
し
た
難
解
な
法
律
論
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
結
論
が
決
ま
っ
た
政
治
的
な
主
張
に
は
あ
ま
り
効
果
を

発
揮
で
き
ず
、
当
時
の
建
艦
問
題
で
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
31
）
最
新
の
評
伝
で
の
描
写
は
、
清
水
唯
一
朗
『
原
敬
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
一
年
、
第
六
章
。

（
32
）
た
と
え
ば
、
注
（
29
）
に
出
典
を
記
し
た
ロ
イ
ド＝

ジ
ョ
ー
ジ
の
発
言
。

（
33
）
同
盟
形
成
に
お
け
る
「
脅
威
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ル
ト
『
同
盟
の
起
源
』。

（
34
）
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
、
福
村
出
版
、
一
九
八
一
年
、
一
九
一
九
年
六
月
一
〇
日
。「
帝
国
ニ
於
テ
今
回
ノ
国
際
連
盟
案

ニ
賛�

同�

ス�

ル�

ニ�

先�

立�

チ�

国
際
連
盟
ノ
本
旨
タ
ル
永
久
平
和
確
立
ノ
見
地
ヨ
リ
此
ノ
機
会
ニ
於
テ
主�

張�

附�

加�

シ
又
ハ
留�

意�

ス
ベ
キ
主
タ
ル
事

項
」
日
付
不
明
「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
、
外
務
省
記
録1.1.2

―77

／
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーRef.B03030278700

。

（
35
）
こ
の
点
を
と
く
に
強
調
す
る
研
究
はN

ish,Alliance
in
D
ecline

と
麻
田
貞
雄
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

九
二
年
、
第
三
章
。

（
36
）
イ
ギ
リ
ス
側
で
も
同
様
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
も
う
一
つ
重
要
な
論
点
が
あ
る
。
日
英
同
盟
の
締
結
・
存
在
は
、
英
国
が
望
む

人
種
的
な
偏
見
の
除
去
・
消
滅
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
盟
の
更
新
を
我
々
が
考
慮
し
た
際
に
、
我
々
が
評
価
し
、
そ
し
て

こ
こ
に
集
ま
っ
た
自
治
領
諸
国
も
そ
う
考
え
る
こ
と
だ
。
我
々
が
日
本
を
対
等
に
扱
っ
た
こ
と
は
、
有
色
人
種
に
自
尊
の
感
情
を
抱
か
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
も
し
同
盟
を
こ
こ
で
廃
棄
す
れ
ば
、
国
際
的
な
よ
り
広
い
意
味
の
価
値
を
持
つ
資
産
を
一
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
失

う
こ
と
に
な
る
」。
一
九
二
一
年
の
帝
国
会
議
（
六
月
二
八
日
の
第
八
回
会
合
）
で
の
カ
ー
ゾ
ン
外
相
の
発
言
。Im

perialM
eetings,vol.

1,E

―8,CabinetPapers,the
N
ationalA

rchives
ofthe

U
K
.
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（
37
）
「
日
英
同
盟
協
約
更
新
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」（「
大
正
十
年
三
月
十
八
日
局
長
ヘ
提
出
」）
一
九
二
一
年
三
月
一
八
日
、
外
務
省
編
『
日
本

外
交
文
書
』
大
正
一
〇
年
第
三
冊
下
巻
、
外
務
省
、
一
九
七
五
年
、
八
二
六
文
書
。

（
38
）Curzon

to
A
lston

（Peking

）,July
8,1921

and
Curzon

to
Eliot

（Tokyo

）,July
8
1921,Rohan

Butler
and

J.P.T.Bury,eds.,

assisted
by

M
.
E.

Lam
bert,

D
ocum

ents
on
British

Foreign
Policy,

1919

―1939,
First

Series,
vol.

X
IV

（London
:
H
er

M
aj-

esty’s
O
ffice,1966

）,N
o.327.

よ
っ
て
、
と
く
に
対
華
二
十
一
カ
条
要
求
が
、
日
英
の
同
盟
関
係
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
は

間
違
い
な
い
。
最
新
の
研
究
の
評
価
と
し
て
は
、
奈
良
岡
聰
智
『
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
五
年
、
と
く
に
三
一
五
―
三
一
七
、
三
二
四
頁
。

（
39
）
引
用
部
分
の
「
よ
う
な
曖
昧
な
説
明
を
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
詳
細
な
内
容
は
日
本
大
使
の
林
権
助
へ
の
打
診
の
通
り
と

記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
直
接
引
用
は
日
本
大
使
の
林
権
助
と
の
会
談
記
録
か
ら
。Curzon

to
Eliot

（Tokyo

）,July

8
1921,ibid.,N

o.328.

（
40
）
中
谷
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
』
二
六
九
頁
。
大
戦
中
の
日
英
の
軍
事
協
力
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、
平

間
洋
一
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
海
軍
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。
ま
た
、
地
中
海
派
遣
に
参
加
し
た
海
軍
士
官
の
印

象
的
な
回
顧
録
と
し
て
、
片
岡
覚
太
郎
（
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
編
）『
日
本
海
軍
地
中
海
遠
征
記
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
一
年
（
底
本

は
片
岡
覚
太
郎
『
平
和
の
海
よ
り
死
の
海
へ
』
博
文
館
、
一
九
二
一
年
）。

（
41
）Im

perialM
eetings,vol.1,E

―8,CabinetPapers.

（
42
）
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
は
大
戦
前
か
ら
あ
り
、
誰
が
最
初
の
発
案
者
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
一
九

一
一
年
の
改
定
時
に
も
、
日
本
が
英
米
間
の
総
括
的
仲
裁
裁
判
条
約
に
加
盟
す
る
案
を
イ
ギ
リ
ス
は
打
診
し
て
い
る
。
千
葉
『
旧
外
交
の

形
成
』
二
二
〇
頁
。「
帝
国
防
衛
」
の
視
角
か
ら
、
バ
ル
フ
ォ
ア
の
極
東
政
策
構
想
を
包
括
的
に
論
じ
た
研
究
と
し
て
、Takeshi

Sugaw
ara,“A

M
atter

of
Im
perialD

efence:A
rthur

Balfour
and

the
A
nglo-Japanese

A
lliance,1894

―1923.”
Ph.D

diss.,U
niver-

sity
ofEastA

nglia,2014.
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な
お
、
以
上
の
発
言
に
あ
わ
せ
て
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、「
中
欧
新
興
諸
国
の
地
域
的
な
安
全
保
障
の
取
り
決
め
」
を
認
め
る
た
め
に
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
提
示
し
て
い
る
連
盟
規
約
の
修
正
案
を
紹
介
し
て
い
る
。「
こ
れ
は
日
英
同
盟
と
連
盟
規
約
を
一
致
さ
せ
る
た

め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
意
義
を
バ
ル
フ
ォ
ア
は
説
明
し
た
。
結
局
、
連
盟
規
約
の
修
正
は
そ
の
後
実
現

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
地
域
的
な
安
全
保
障
の
取
り
決
め
」
に
関
し
て
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
協
商
が
一
九

二
一
年
四
月
に
す
で
に
成
立
し
て
お
り
、
同
年
七
月
調
印
の
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
間
の
協
商
と
あ
わ
せ
て
、「
小
協
商
」
と

総
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
新
興
諸
国
は
連
盟
の
熱
心
な
支
持
者
で
も
あ
っ
た
（
広
瀨
佳
一
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
一
九
四
三
―
―
大

国
の
思
惑
、
小
国
の
構
想
』
中
公
新
書
、
一
八
―
一
九
頁
。G

ibler,IM
A,pp.239

―240

も
参
照
）。
よ
っ
て
バ
ル
フ
ォ
ア
が
提
案
す
る

よ
う
に
、
連
盟
と
日
英
同
盟
が
共
存
す
る
道
も
十
分
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
今
度
は
第
四
次
日
英
同
盟
が
新
し
い
大
国

間
同
盟
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
こ
う
し
た
発
言
か
ら
も
、
バ
ル
フ
ォ
ア
の
個
人
的
な
希
望
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
で
実
現
し
た
四
国
条
約
に
よ
る
日
英
同
盟
の
置
き
換
え
で
は
な
く
、
日
英
同
盟
の
精
神
的
な
核
を
残
し
た
上
で
、
そ
れ
を
多
国
間

協
定
に
拡
張
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

（
43
）
中
谷
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
』
第
六
章
、
と
く
に
二
七
二
―
二
七
四
頁
。

（
44
）
同
右
、
二
七
三
頁
。

（
45
）
な
お
日
本
は
、
こ
の
英
外
務
省
の
法
律
顧
問
が
示
し
た
法
解
釈
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
内
容
と
、
ロ
イ
ド＝

ジ
ョ
ー
ジ
の
主
導

で
法
解
釈
が
変
更
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
二
七
四
―
二
七
五
頁
。
ま
た
こ
の
法
解
釈
が
前
提
と
し
た
、
一
九
二
〇
年
七
月
の

日
英
の
連
盟
に
対
す
る
共
同
通
告
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
二
七
〇
―
二
七
一
頁
。

（
46
）
同
右
終
章
、
と
く
に
三
一
五
―
三
一
六
頁
。

（
47
）Balfour

to
Lloyd

G
eorge,

W
ashington,

24
N
ovem

ber
1921,

D
BFP,

vol.
14,

598

―509,
Enclosure

I
in

N
o.

449.
Eliot

to

Curzon,
15

O
ctober

1921,
ibid.,

N
o.

397

も
参
照
。
詳
し
い
経
緯
は
、
中
谷
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
』
第
六

章
、
と
く
に
二
七
九
―
二
八
〇
頁
。

国際関係史から見た日英同盟の終焉
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（
48
）
こ
の
条
項
を
挿
入
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
意
図
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
ず
は
、
三
国
協
定
案
の
推
進
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
英
同
盟

の
熱
心
な
擁
護
者
で
あ
っ
た
バ
ル
フ
ォ
ア
の
本
来
の
希
望
が
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、「
同
盟
国
の
感
情

を
傷
つ
け
ず
に
現
行
の
日
英
同
盟
を
終
わ
ら
せ
る
」
と
本
国
に
書
き
送
っ
て
い
る
。Balfour

to
Lloyd

G
eorge,

11
N
ovem

ber
1921,

D
BFP,

vol.
14,

N
o.

415.

こ
の
た
め
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
要
求
で
削
除
さ
れ
る
こ
と
を
予
測
し
な
が
ら
、
日
本
へ
の
気
遣
い
で

原
案
に
盛
り
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
49
）
最
新
の
評
伝
で
の
描
写
は
、
種
稲
秀
司
『
幣
原
喜
重
郎
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
、
五
〇
―
六
八
頁
と
、
熊
本
史
雄
『
幣
原
喜
重

郎
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
一
年
、
第
三
章
。

（
50
）
中
谷
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
』
第
四
・
五
章
。
中
谷
直
司
「
東
ア
ジ
ア
『
新
外
交
』
の
始
動
」
伊
藤
之
雄
、
中

西
寬
編
『
日
本
政
治
史
の
中
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
。

（
51
）
中
谷
直
司
「
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
変
動
と
日
中
の
対
応
」
波
多
野
澄
雄
、
中
村
元
哉
編
『
日
中
戦
争
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
』
中
央
公

論
新
社
、
二
〇
一
八
年
。
中
谷
直
司
「
満
洲
事
変
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」
瀧
口
剛
編
『
近
現
代
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
と
日
本
』
大
阪
大

学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
。
中
谷
直
司
「
日
本
外
交
に
よ
る
満
洲
事
変
正
当
化
の
論
理
」
片
山
慶
隆
編
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
日
本

の
対
外
危
機
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
。
連
盟
へ
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
注
（
34
）（
37
）
の
資
料
も
参
照
。

（
52
）
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
優
れ
た
総
説
的
研
究
と
し
て
、
筒
井
清
忠
『
満
州
事
変
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
』
中
公
選
書
、
二
〇
一
五
年
。

（
53
）
岡
崎
『
幣
原
喜
重
郎
と
そ
の
時
代
』
第
八
章
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
日
英
同
盟
の
喪
失
を
惜
し
ん
で
い
る
。
少
な
く
と
も
日
英
同

盟
が
な
い
状
態
で
、
勢
力
圏
外
交
が
機
能
し
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
中
谷
「
満
洲
事
変
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」
お
よ
び
中
谷
「
日

本
外
交
に
よ
る
満
洲
事
変
正
当
化
の
論
理
」。
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